
市の花
（すずらん）

市の鳥
（うぐいす）

市の木
（ひのき）

彼岸花を見に多くの人が訪れる佛隆寺（榛原区赤埴）

総　数　35,740人(-44)

男　　17,084人(-23)

女　　18,656人(-21)

世帯数　13,216世帯(+13)

平成22年8月1日現在
( )内は前月比

2～5………議会だより
6～8………市長日記、まちのわだい
9……人権コーナー
10・11……保健センター情報・子育て支援コーナー
12……市立病院だより
13～17……みんなの掲示板・相談・募集
18～25……お知らせ
26……ふるさと探訪「北畠親房公顕彰（榛原区）」

【内　容】



第2回
定例会

宇
陀
市
議
会
だ
よ
り

平
成
２２
年
第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
１０
日
か
ら
２５
日
ま
で
の
１６
日
間

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
期
定
例
会
で
は
、
平
成
２２
年
度
の
各
会
計
補
正
予
算
、
条
例
の
一

部
改
正
な
ど
の
議
案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

議
会
で
の
審
議
の
結
果
、
概
ね
提
出
さ
れ
た
議
案
が
原
案
通
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
主
な
審
議
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

広報うだ　2

【
平
成
２２
年
度
補
正
予
算
】

◆
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

今
回
の
補
正
予
算
は
、
当
初
予

算
を
「
骨
格
予
算
」
と
位
置
づ
け
、

可
能
な
限
り
経
常
的
経
費
の
計
上

に
と
ど
め
て
い
た
も
の
を
、
新
市

長
の
方
針
を
受
け
、
発
達
障
害
児

療
育
教
室
開
設
事
業
９
５
８
千
円
、

児
童
入
院
医
療
費
扶
助
費
１
３,
０

５
０
千
円
、
細
菌
性
髄
膜
炎
予
防

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
全
額
負
担
４,
７

５
０
千
円
、
小
倉
室
生
線
舗
装
工

事
費
１
５,
１
４
５
千
円
等
の
新
規

◆
予
　
算
　
関
　
係
◆

事
業
、
並
び
に
ワ
ー
ル
ド
メ
イ

プ
ル
パ
ー
ク
整
備
事
業
費
４
０,
０

０
０
千
円
、
榛
原
区
ま
ち
づ
く
り

交
付
金
事
業
費
４
６
６,
５
３
６
千

円
、
統
合
大
宇
陀
小
学
校
建
設
事

業
費
６
４,
５
０
０
千
円
等
の
継
続

事
業
の
計
上
に
よ
り
、
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
１,
２
４
２,
０
０
０
千
円

を
追
加
し
、
補
正
後
の
予
算
の
総

額
は
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
７,
８

９
２,
０
０
０
千
円
と
し
ま
し
た
。

◆
土
地
取
得
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

今
回
の
補
正
予
算
は
、
本
特
別

会
計
で
取
得
し
た
保
有
用
地
の
う

ち
、
都
市
計
画
道
路
東
町
西
峠
線

事
業
用
地
を
同
事
業
実
施
に
伴
い

一
般
会
計
に
売
却
す
る
も
の
で
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
３
２,
０
６

１
千
円
を
増
額
し
補
正
後
の
予
算

総
額
は
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
８

◆
人
　
事
　
関
　
係
◆

０,
８
６
１
千
円
と
し
ま
し
た
。

◆
老
人
保
健
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

今
回
の
補
正
予
算
は
、
平
成
２０

年
度
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

へ
移
行
後
も
、
平
成
２０
年
３
月
以

前
の
対
象
者
の
保
険
医
療
行
為
に

係
わ
る
月
遅
れ
の
請
求
や
、
請
求

誤
り
に
よ
る
療
養
給
付
費
等
の
還

付
が
あ
る
た
め
、
執
行
し
て
い
る

も
の
で
、
補
正
後
の
予
算
総
額
は
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
、
１,
１
７
２

千
円
と
し
ま
し
た
。

◆
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

今
回
の
予
算
補
正
の
主
な
も
の

は
、
歳
出
で
は
、
水
道
未
普
及
地

域
の
解
消
を
図
る
た
め
、
松
井
、

田
原
簡
易
水
道
施
設
整
備
事
業
で

８
４,
８
４
３
千
円
、
簡
易
水
道
統

合
整
備
事
業
で
４
９,
４
０
０
千
円

の
増
額
な
ど
で
す
。
歳
入
は
、
国

庫
補
助
金
４
２,
６
２
８
千
円
、
簡

易
水
道
事
業
債
７
７,
５
０
０
千
円
、

施
設
基
金
繰
入
金
１
２,
１
５
９
千

円
の
増
額
で
す
。

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
３
７,

７
４
７
千
円
の
増
額
を
行
い
、
補

正
後
の
予
算
総
額
は
、
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
７
５
８,
３
４
７
千
円
と

し
ま
し
た
。

◆
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

任
期
満
了
と
な
る
た
め
、
後
任

の
委
員
と
し
て
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

佐
々
岡
　
吉
一
氏

（
大
宇
陀
区
岩
室
）

中
出
　
成
氏
（
大
宇
陀
区
西
山
）

西
浦
　
靖
明
氏
（
榛
原
区
赤
瀬
）

次
の
専
決
処
分
に
つ
き
、
承
認

し
ま
し
た
。

◆
平
成
２２
年
度
宇
陀
市
住
宅
新
築

資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

◆
専
　
決
　
処
　
分
◆

◆
条
例
・
規
約
の
改
正
な
ど
◆

◆
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

今
回
の
補
正
予
算
は
、
緊
急
雇

用
創
出
事
業
普
及
促
進
業
務
と
公

共
下
水
道
建
設
事
業
の
増
額
補
正

で
、
歳
出
の
主
な
も
の
は
、
下
水

道
総
務
費
６
６
０
千
円
、
公
共
下

水
道
建
設
費
３
０,
０
０
０
千
円
の

増
額
で
、
歳
入
で
は
、
国
庫
補
助

金
１
５,
０
０
０
千
円
、
市
債
１
６,

５
０
０
千
円
の
増
額
、
一
般
会
計

繰
入
金
８
４
０
千
円
の
減
額
な
ど

で
す
。

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
０,
６
６

０
千
円
の
増
額
を
行
い
、
補
正
後

の
予
算
総
額
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
８
４
５,
５
６
０
千
円
と
し
ま

し
た
。

◆
介
護
老
人
保
健
施
設
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

今
回
の
補
正
予
算
は
、
利
用
者

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た
め
の

予
算
で
あ
り
、
主
な
も
の
は
、
デ

ジ
タ
ル
放
送
に
対
応
し
た
テ
レ
ビ

の
購
入
、
通
所
リ
ハ
ビ
リ
の
送
迎

を
兼
ね
た
車
の
購
入
、
ま
た
、
通

所
リ
ハ
ビ
リ
の
利
用
者
の
利
便
を

図
る
た
め
、
ま
た
、
新
た
に
手
洗

い
の
設
置
や
理
美
容
室
の
拡
張
費

用
な
ど
６,
７
７
０
千
円
の
増
額
し

ま
し
た
。

◆
市
選
奨
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て毎

年
１１
月
３
日
に
実
施
し
て
い

る
選
奨
式
の
時
期
を
見
直
し
、
市

長
が
期
日
を
定
め
て
行
う
も
の
と

す
る
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

◆
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

今
回
の
補
正
予
算
は
、
水
道
未

普
及
地
域
解
消
事
業
と
し
て
榛
原

区
内
の
八
滝
、
自
明
、
笠
間
、
柳

及
び
桧
牧
地
区
の
給
配
水
管
工
事

及
び
舗
装
復
旧
工
事
等
、
ま
た
、

単
独
事
業
と
し
て
桧
牧
浄
水
場
表

洗
管
工
事
、
減
圧
弁
改
修
工
事
等

に
か
か
る
事
業
で
あ
り
、
補
正
後

の
資
本
的
収
入
の
予
定
額
は
、
１

２
７,
４
１
８
千
円
、
資
本
的
支
出

の
予
定
額
は
、
２
４
８,
７
０
０
千

円
と
し
ま
し
た
。
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◆
そ
　
の
　
他
◆

◆
市
職
員
団
体
の
た
め
の
職
員
の

行
為
の
制
限
の
特
例
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

平
成
２２
年
４
月
か
ら
、
月
６０
時

間
を
超
え
る
超
過
勤
務
を
行
っ
た

職
員
に
対
し
て
、
超
過
勤
務
手
当

の
支
給
割
合
の
引
き
上
げ
分
の
支

給
に
代
え
て
、
時
間
外
代
休
時
間

を
取
得
す
る
こ
と
が
選
択
で
き
、

そ
の
時
間
外
代
休
時
間
に
つ
い
て
、

組
合
活
動
が
で
き
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

◆
市
の
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の

も
の
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る

条
例
及
び
宇
陀
市
教
育
長
の
給
与
、

勤
務
時
間
そ
の
他
勤
務
条
件
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

現
行
ま
で
は
、
市
長
１５
％
、
副

市
長
・
教
育
長
１０
％
の
報
酬
削
減

を
行
な
っ
て
い
た
が
、
今
回
か
ら
、

市
長
３０
％
、
副
市
長
・
教
育
長

２０
％
の
減
額
を
行
う
よ
う
条
例
の

一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

◆
市
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

平
成
２２
年
９
月
か
ら
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
を
統
合
す
る
こ
と
に
伴

い
、
給
食
セ
ン
タ
ー
の
名
称
を

「
宇
陀
市
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
」

と
改
称
し
ま
し
た
。

◆
市
公
民
館
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

新
し
く
次
の
公
民
館
の
設
置
を

行
い
ま
し
た
。

（
名
称
）榛
見
が
丘
集
会
所

（
位
置
）榛
原
区
榛
見
が
丘
１
丁
目

５
番
地
の
３
４

◆
市
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

心
身
障
害
者
に
対
す
る
医
療
費

の
助
成
の
要
件
の
う
ち
、
奈
良
県

が
発
行
す
る
療
育
手
帳
の
障
が
い

の
程
度
の
区
分
に
つ
い
て
、「
Ａ
」

「
Ｂ
」
を
、「
Ａ
１
、
Ｂ
１
若
し
く

は
Ａ
２
、
Ｂ
２
」
に
す
る
よ
う
改

正
し
ま
し
た
。

◆
市
公
園
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て平

成
２２
年
１０
月
１
日
か
ら
供
用

◆
平
成
２２
年
度
辺
地
総
合
整
備
計

画
の
変
更
に
つ
い
て

赤
埴
・
室
生
辺
地
の
２
地
区
の

整
備
計
画
に
変
更
が
生
じ
、
赤
埴

辺
地
に
つ
い
て
は
、
林
道
開
設
・

赤
埴
カ
ト
ラ
線
の
事
業
費
変
更
と

林
道
舗
装
・
室
生
ダ
ム
開
路
線
の

年
度
別
事
業
費
を
変
更
し
、
ま
た

市
道
改
良
・
高
井
室
生
線
を
追
加

し
ま
し
た
。
室
生
辺
地
に
つ
い
て

は
、
林
道
開
設
・
赤
埴
カ
ト
ラ
線

を
追
加
し
ま
し
た
。

開
始
す
る
「
心
の
森
総
合
福
祉
公

園
」
に
つ
い
て
、
こ
の
公
園
を
条

例
に
追
加
し
、
こ
の
施
設
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
場
を
利
用
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
、
許
可
申
請
や

使
用
料
の
事
項
を
条
例
に
追
加
し
、

ま
た
、
こ
の
施
設
の
管
理
に
つ
い

て
指
定
管
理
者
制
度
に
関
す
る
条

文
を
追
加
し
ま
し
た
。

◆
市
乳
幼
児
医
療
費
助
成
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

宇
陀
市
乳
幼
児
医
療
費
助
成
制

度
に
加
え
て
、
入
院
に
か
か
る
保

険
医
療
費
の
自
己
負
担
金
を
助
成

す
る
こ
と
に
よ
り
、
実
質
的
に
小

学
校
卒
業
ま
で
入
院
医
療
費
の
無

料
化
を
実
現
し
、
子
育
て
に
か
か

る
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
り
ま

し
た
。

◆
市
介
護
保
険
施
設
事
業
の
設
置

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

こ
の
条
文
に
あ
る
施
設
、
さ
ん

と
ぴ
あ
榛
原
の
今
後
の
利
用
者
の

増
加
を
見
込
み
、
通
所
定
員
を
増

や
す
た
め
所
要
の
改
正
を
行
い
ま

し
た
。

・
通
所
定
数
　
２０
名→
２５
名

次
の
意
見
書
を
可
決
し
、
関
係

機
関
へ
提
出
し
ま
し
た
。

・
奈
良
県
立
医
科
大
学
移
転
計
画

の
見
直
し
を
求
め
る
意
見
書
　

◆
意
見
書
に
つ
い
て
◆

◆
請
願
書
に
つ
い
て
◆

次
の
提
出
さ
れ
た
請
願
書
に
つ

い
て
、「
継
続
審
査
」
と
し
て
総

務
文
教
常
任
委
員
会
に
て
、
審
議

中
で
す
。

・
宇
陀
に
県
立
医
科
大
学
の
誘
致

に
関
す
る
請
願
書

◆
公
の
施
設
の

指
定
管
理
に
つ
い
て
◆

保
養
セ
ン
タ
ー
美
榛
苑
を
平
成

２２
年
１０
月
か
ら
指
定
管
理
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

○
指
定
管
理
者

株
式
会
社
休
暇
村
サ
ー
ビ
ス

○
住
所

東
京
都
台
東
区
上
野
７
‐
６
‐

５
上
野
Ｋ
Ｙ
ビ
ル
５
階

○
期
間

平
成
２２
年
１０
月
１
日
か
ら

平
成
２５
年
３
月
３１
日

学
校
図
書
に
つ
い
て

学
校
図
書
に
つ
い
て
、
本
年
度

は
昨
年
予
算
４
％
増
の
購
入
予

算
を
組
ん
で
お
り
、
図
書
充
実
を
計

画
的
に
す
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
。

現
在
、
デ
ジ
タ
ル
教
育
機
器
の
整
備

な
ど
を
行
っ
て
い
る
が
、
教
育
情
勢

を
研
究
し
な
が
ら
活
字
と
メ
デ
ィ
ア

の
共
生
を
考
え
、
今
後
は
、
新
し
い

教
育
課
程
の
中
で
、
生
き
る
力
と
夢

を
は
ぐ
く
む
た
め
に
、
で
き
る
限
り

図
書
の
整
備
を
図
り
、
図
書
室
の
有

用
な
活
用
、
利
用
及
び
読
書
指
導
の

充
実
に
努
め
て
い

き
た
い
。

紙
面
の
都
合
上
、
質
問
、
回
答
の
趣
旨
に
つ
い
て
の
み
掲
載
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

◆
市
職
員
の
勤
務
時
間
、
育
児
休

業
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に

関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

当
該
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
の
改
正
を
行
い
ま

し
た
。

◆
市
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に

関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

育
児
休
業
を
取
得
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
職
員
の
条
件
や
、
再
取
得

等
の
条
件
の
一
部
に
つ
い
て
改
正

を
行
い
ま
し
た
。
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行
財
政
改
革
に
つ
い
て

宇
陀
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
、
行
政
改
革
を
遂
行
し
て
い

き
、
近
い
将
来
に
職
員
定
数
３
０
０

人
体
制
を
目
指
し
、
そ
の
削
減
効
果

を
、
市
民
の
要
望
や
住
民
サ
ー
ビ
ス

へ
の
還
元
、
臨
時
職
員
の
雇
用
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
な
ど
の
委
託
を
行
い
、
幅
広
い

雇
用
機
会
の
創
出
を
行
い
た
い
。

福
祉
施
策
に
つ
い
て

高
齢
化
率
が
３０
％
を
超
え
よ
う

と
し
て
い
る
中
、
ひ
と
り
暮
ら

し
世
帯
数
が
約
１,
２
０
０
世
帯
あ

り
、
こ
の
状
況
に
対
応
で
き
る
よ
う

な
「
介
護
予
防
、
見
守
り
、
も
し
も

の
と
き
の
早
期
対
応
・
発
見
」
を
テ

ー
マ
に
、
仕
組
み
を
作
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、

地
域
と
の
連
携
を
深
め
、
地
域
と
行

政
が
一
体
と
な
っ
て
高
齢
者
を
見
守

る
仕
組
み
が
必
要
と
考
え
、
Ｉ
Ｔ
活

用
や
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
双
方
向
の

利
点
を
活
用
し
て
進
め
て
い
き
た
い
。

市
長
の
施
政
方
針
　
市
民
と
共

に
、
明
日
の
宇
陀
市
を
夢
あ
る

街
に
「
優
し
さ
・
共
存
協
働
・

創
造
す
る
地
域
づ
く
り
」
市
政

改
革
へ
の
行
動
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

定
住
で
き
る
環
境
づ
く
り
と
し

て
、
公
共
交
通
の
問
題
、
女
性

の
登
用
の
問
題
、
空
き
家
バ
ン
ク
の

問
題
、
市
民
活
動
の
応
援
問
題
な
ど

を
、
行
政
刷
新
会
議
や
行
政
改
革
懇

話
会
で
考
え
て
い
き
た
い
。
市
民
が

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
、
ま
た
、
ま

ち
が
活
性
化
す
る
た
め
、
新
た
な
産

業
や
雇
用
を
求
め
る
た
め
の
産
業
振

興
会
議
を
設
置
し
、
幅
広
く
議
論
し

市
民
の
生
活
を
守
り
、
雇
用
を
つ
く

る
た
め
の
施
策
を
考
え
て
い
き
た
い
。

住
所
表
示
と
地
域
自
治
区
の
今

後
の
進
め
方
に
つ
い
て

平
成
２３
年
３
月
３１
日
に
地
域
自

治
区
設
置
期
間
満
了
を
迎
え

る
。
今
後
の
方
針
と
し
て
地
域
自
治

区
を
廃
止
す
る
場
合
は
、
地
域
協
議

会
に
か
わ
る
地
域
の
意
見
の
取
り
入

れ
方
や
集
約
方
法
の
検
討
が
必
要
で

あ
り
、
住
所
の
表
示
に
つ
い
て
は
、

「
区
」を
使
用
し
な
い
表
示
に
変
わ
る
。

一
方
、
地
方
自
治
法
に
よ
り
、
地
方

自
治
区
を
設
置
す
る
場
合
は
、
現
行

の
地
域
協
議
会
で
活
用
し
、
住
所
の

表
示
変
更
は
な
い
。

今
後
の
進
め
方
と
し
て
、
市
の
自

主
放
送
番
組
や
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
等
で
、
市
民
の
皆
様
に
問
い
か
け

を
行
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
お
聞

き
し
て
、
方
向
性
を
決
定
し
て
い
き

た
い
。シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
の
支

援
と
行
政
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て

高
齢
者
等
の
雇
用
の
安
定
に
関

す
る
法
律
の
中
で
、
国
お
よ
び

地
方
公
共
団
体
の
責
務
と
し
て
、
高

齢
者
の
再
就
職
の
促
進
、
定
年
退
職

後
に
お
け
る
就
業
の
場
の
確
保
と
い

う
シ
ル
バ
ー
人
材
へ
の
支
援
を
行
っ

て
い
る
。
そ
の
業
務
と
し
て
、
臨
時

的
・
短
期
的
な
も
の
の
軽
易
な
業
務

で
、
市
の
業
務
の
中
で
も
軽
易
な
業

務
の
委
託
の
指
名
参
加
は
行
っ
て
い

る
。

病
院
建
設
の
経
緯
お
よ
び
今
後

の
見
通
し
に
つ
い
て

病
院
建
設
に
つ
い
て
、
市
の
新

市
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
中
で
計

画
さ
れ
、
平
成
１９
年
度
に
は
基
本
計

画
、
そ
し
て
平
成
２０
年
度
で
基
本
設

計
、
平
成
２１
年
度
で
実
施
設
計
、
そ

し
て
今
年
度
で
着
工
と
い
う
経
緯
で

あ
っ
た
。
建
設
工
事
に
関
連
す
る
こ

と
に
つ
い
て
、
市
民
へ
の
説
明
責
任

が
足
り
な
い
と
思
い
、
一
定
の
時
期

を
い
た
だ
き
、
い
ろ
い
ろ
な
方
法
で

説
明
や
報
告
を
行
っ
た
。
す
で
に
建

設
工
事
は
着
工
し
、
運
営
し
な
が
ら

の
工
事
に
な
る
の
で
、
来
院
者
の
安

全
を
確
保
し
、
健
全
な
運
営
を
目
指

し
、
新
病
院
で
の
高
度
医
療
を
目
指

し
、
高
齢
者
医
療
の
地
域
性
を
持
っ

た
、
患
者
や
医
師
に
も
優
し
い
病
院

運
営
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
あ
る
３
つ
の

約
束
を
基
盤
と
し
た
、
各
担
当

部
署
の
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
、
行
政
評
価

を
含
め
た
計
画
の
策
定
を
指
示
し
て

進
め
て
い
る
。
そ
の
中
の
行
政
改
革

の
進
め
方
と
し
て
、
新
た
に
、
行
政

経
験
者
、
学
識
経
験
者
か
ら
な
る
行

政
刷
新
会
議
を
設
け
、
行
政
改
革
懇

話
会
へ
の
答
申
を
行
い
、
そ
の
結
果

等
を
、
市
民
に
広
く
説
明
報
告
で
き

る
よ
う
、
宇
陀
チ
ャ
ン
１１
で
の
情
報

提
供
の
拡
充
、
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
の
開
催
な
ど
の
行
政
取
り
組
み
の

報
告
、
ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

の
意
見
を
多
く
聞
い
て
い
き
た
い
。

行
財
政
改
革
に
つ
い
て

市
長
の
意
思
と
し
て
、
報
酬
の

３０
％
削
減
を
行
っ
た
。
こ
の
こ

と
で
、
い
ろ
い
ろ
な
意
見
が
あ
る
と

思
う
が
、
今
後
の
行
政
運
営
と
し
て
、

行
政
執
行
者
と
市
職
員
が
、
問
題
意

識
や
危
機
意
識
を
も
っ
て
行
政
改
革

を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。
合
併

後
の
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
が
現
れ
て

い
な
い
と
感
じ
て
お
り
、
必
要
で
な

い
も
の
が
多
く
あ
り
、
地
域
の
方
と

の
協
議
や
、
市
民
、
議
会
議
員
の
意

見
を
多
く
聞
き
、
し
っ
か
り
し
た
宇

陀
市
の
行
政
体
制
の
整
備
を
行
っ
て

い
き
た
い
。

バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
に
つ
い
て

県
内
で
は
２
市
１
町
が
公
表
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
課
題
と
し

て
、
原
材
料
の
安
定
的
な
確
保
、
収

集
、
運
搬
の
低
コ
ス
ト
化
、
製
品
の

品
質
の
安
定
化
、
製
品
の
利
用
促
進

な
ど
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

市
で
は
、
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構

想
に
つ
い
て
、
処
理
施
設
の
ハ
ー
ド

事
業
へ
の
財
政
措
置
や
原
材
料
の
安

定
供
給
、
収
集
・
運
搬
方
法
、
ご
み

の
処
理
経
費
節
減
の
た
め
昨
年
１０
月

か
ら
生
ご
み
と
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

の
同
一
処
理
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、
そ
れ
を
分
別
す
る
こ
と
に
よ

る
市
民
の
混
乱
や
負
担
な
ど
、
多
く

の
検
討
課
題
が
あ
る
。

今
後
、
こ
の
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
に
対
し
て
慎
重
に
考
え
、
住
民

の
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
な
方
針
で
、

経
費
を
か
け
ず
に
で
き
る
よ
う
な
取

り
組
み
を
関
連
部
署
と
協
議
し
て
考

え
て
い
く
。

榛
原
駅
前
広
場
の
整
備
に
つ
い

て榛
原
駅
前
広
場
の
整
備
は
今
年

度
事
業
の
計
画
で
あ
り
、
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
、
榛
原
駅
周
辺
整
備
検

討
委
員
会
に
諮
り
、
い
ろ
い
ろ
な
ご

意
見
を
い
た
だ
き
、
近
畿
日
本
鉄
道
、

奈
良
交
通
、
タ
ク
シ
ー
会
社
、
宇
陀

土
木
、
宇
陀
警
察
署
な
ど
と
の
調
整

会
議
を
行
い
、
意
見
を
反
映
さ
せ
た

整
備
方
針
を
決
定
し
た
い
。
決
定
し

た
整
備
方
針
に
よ
り
、
実
施
設
計
書

を
作
成
、
整
備
予
想
図
や
工
事
概
要

な
ど
を
、
広
報
紙
や
宇
陀
チ
ャ
ン
１１

で
周
知
し
て
い
き
た
い
。



市
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

「
改
革
し
な
が
ら
ま
ち
づ
く
り

を
す
る
」
と
い
う
基
本
的
な
考

え
方
で
あ
る
。「
宇
陀
市
の
行
財
政
の

改
革
の
推
進
」、「
住
み
よ
い
み
ん
な

の
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
」、「
宇
陀
市

の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
及
び
選
択

と
集
中
に
よ
る
投
資
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
考
え
て
い
る
。
議
会
議
員
や
市

民
の
皆
様
、
職
員
が
一
緒
に
な
っ
て

改
革
し
、「
宇
陀
市
の
ま
ち
づ
く
り
を

し
よ
う
」
と
い
う
提
案
で
あ
る
。
行

財
政
改
革
が
目
的
で
は
な
く
、
宇
陀

市
の
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
が
目
的

で
あ
り
、
宇
陀
市
の
将
来
の
た
め
に
、

現
在
の
行
財
政
改
革
が
必
要
で
あ
る

と
思
っ
て
い
る
。

市
が
抱
か
え
て
い
る
喫
緊
の
行

政
課
題
と
取
組
み
に
つ
い
て

市
が
抱
か
え
る
行
政
課
題
は
沢

山
あ
る
が
、
地
域
自
治
区
制
度

に
つ
い
て
は
、
い
ろ
い
ろ
な
メ
デ
ィ

ア
を
利
用
し
て
市
民
に
意
見
を
問
い

か
け
、
９
月
議
会
に
は
方
向
性
を
示

し
て
い
き
た
い
。
少
子
化
問
題
に
つ

い
て
は
、
若
者
の
流
失
を
防
ぐ
べ
く
、

乳
幼
児
医
療
の
充
実
な
ど
を
図
り
、

子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
努

め
て
お
り
、
ま
た
、
農
林
業
の
振
興

に
つ
い
て
は
、
地
域
資
源
を
活
用
し

た
交
流
の
展
開
を
主
要
施
策
と
位
置

づ
け
、
都
市
近
郊
の
立
地
条
件
を
生

か
し
た
体
験
型
の
農
林
業
を
推
進
し
、

交
流
人
口
や
定
住
人
口
の
増
加
の
機

会
に
結
び
つ
け
る
よ
う
な
農
業
施
策

を
目
標
と
し
て
計
画
を
進
め
る
よ
う

考
え
、
地
域
活
性
化
に
関
わ
る
統
合

校
舎
の
跡
地
利
用
に
つ
い
て
は
、
施

設
の
耐
震
強
度
な
ど
考
慮
し
、
費
用

の
か
か
ら
な
い
方
法
で
、
地
元
市
民

と
も
協
議
を
行
い
、
内
部
で
も
有
効

活
用
の
協
議
を
し
進
め
て
い
き
た
い
。

改
正
過
疎
法
に
つ
い
て

今
年
度
か
ら
「
過
疎
地
域
自
立

促
進
特
別
措
置
法
の
一
部
改
正

す
る
法
律
」
が
制
定
さ
れ
、
平
成
２７

年
度
ま
で
の
６
年
間
、
引
き
続
き
過

疎
対
策
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
市
で
は
、
現
在
、
新
た
な
過
疎

計
画
の
策
定
に
向
け
て
調
整
中
で
、

９
月
の
定
例
議
会
で
審
議
を
行
う
予

定
で
あ
り
、
本
市
の
厳
し
い
財
政
状

況
も
か
ん
が
み
て
、
よ
り
実
現
性
が

高
く
効
果
の
あ
る
計
画
を
作
成
し
た
い
。

発
達
障
が
い
児
の
特
別
支
援
教

育
に
つ
い
て

こ
の
６
月
の
補
正
予
算
で
、
新

た
な
子
育
て
支
援
事
業
と
し

て
、
発
達
障
が
い
児
療
育
教
室
を
計

上
し
て
お
り
、
１
歳
６
カ
月
児
か
ら

幼
稚
園
、
保
育
園
へ
の
入
園
前
の
児

童
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
１
週
間

に
１
回
程
度
、
発
達
相
談
員
、
保
育

士
、
保
健
師
等
に
よ
り
、
遊
び
や
交

流
を
通
し
て
、
子
ど
も
を
社
会
適
応

に
慣
ら
し
て
い
く
と
い
う
内
容
で
開

催
を
予
定
し
て
い
る
。
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市
長
が
目
指
す
行
財
政
改
革
に

つ
い
て

「
高
原
の
文
化
都
市
、
四
季
の

風
薫
る
宇
陀
市
」を
目
指
し
て
、

市
職
員
は
も
ち
ろ
ん
、
市
民
の
方
々

や
議
会
議
員
の
協
力
を
得
て
、
市
長

の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
行
財
政

改
革
を
推
進
し
て
い
る
。
経
費
削
減

だ
け
が
行
政
改
革
で
は
な
く
、
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
手
段
の
一
つ
で

あ
り
、
こ
れ
か
ら
の
４
年
間
を
行
財

政
改
革
の
土
台
づ
く
り
と
認
識
し
て

い
る
。

現
行
の
行
政
改
革
懇
話
会
に
改
革

提
案
す
る
行
政
刷
新
会
議
を
設
置
し
、

市
民
の
中
か
ら
行
政
経
験
者
の
方
や

有
識
者
に
専
門
委
員
を
委
嘱
し
、
市

の
行
財
政
に
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら

議
論
し
て
、
行
政
改
革
懇
話
会
に
意

見
を
提
示
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し

て
い
る
。
そ
し
て
、
行
政
改
革
懇
話

会
か
ら
の
答
申
に
基
づ
き
、
新
宇
陀

市
行
政
改
革
大
綱
を
策
定
し
た
い
。

台
風
等
を
含
め
、
農
地
災
害
に

お
け
る
補
助
金
に
つ
い
て

災
害
に
よ
り
耕
作
放
棄
地
化
さ

れ
る
と
、
数
年
経
過
後
、
農
地

の
原
形
を
失
い
、
周
辺
地
域
の
営
農

環
境
へ
の
悪
影
響
と
し
て
、
病
害
虫
、

鳥
獣
の
被
害
の
発
生
、
雑
草
の
繁
茂
、

用
排
水
施
設
の
管
理
へ
の
支
障
、
地

域
住
民
の
生
活
環
境
へ
の
悪
影
響
と

し
て
、
ご
み
の
無
断
投
棄
、
火
災
発

生
の
原
因
と
な
る
等
が
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
下
流
流
域
の
国
土
保
全
機
能

の
低
下
を
も
招
く
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。
こ
の
よ
う
な
農
地
の
多
面
的
な

機
能
を
考
慮
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

ご
理
解
い
た
だ
き
、
受
益
者
負
担
金

の
見
直
し
や
災
害
復
旧
工
事
と
し
て

採
択
さ
れ
な
い
４０
万
円
未
満
の
復
旧

工
事
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、
関
係
部

署
と
協
議
し
検
討
し
て
い
き
た
い
。

大
宇
陀
小
学
校
の
建
設
に
つ
い

て今
年
４
月
か
ら
大
宇
陀
区
小
学

校
３
校
が
統
合
し
、
新
体
制
で

行
っ
て
い
る
。
大
宇
陀
小
学
校
の
新

校
舎
建
設
は
、
平
成
２２
年
度
か
ら
建

築
工
事
の
着
手
、
平
成
２４
年
度
上
半

期
に
校
舎
、
体
育
館
の
工
事
を
完
成

さ
せ
、
新
し
い
校
舎
で
の
授
業
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
、
平
成
２５
年
度
に
は
野

依
小
学
校
の
児
童
を
迎
え
た
い
。

こ
の
建
設
工
事
に
つ
い
て
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
意
見
を
取
り
入
れ
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
、
教
職
員
、
自
治
会
代
表
者
の

皆
様
、
有
識
者
な
ど
に
参
加
い
た
だ

き
、
仮
称
「
新
大
宇
陀
小
学
校
の
建

設
検
討
的
な
会
議
」
を
予
定
し
て
お

り
、
幅
広
く
、
意
見
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
建
設
を
進
め
て
い
き
た
い
。

「
改
革
・
改
善
」
を
掲
げ
る
竹

内
ビ
ジ
ョ
ン
・
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

の
実
現
に
向
け
た
具
体
的
な
取

り
組
み
を
問
う

経
常
経
費
の
削
減
を
主
に
置

き
、
人
件
費
、
物
件
費
、
補
助

費
、
公
債
費
な
ど
を
中
心
に
１０
％
削

減
と
い
う
目
標
を
考
え
て
い
る
。
こ

の
こ
と
に
つ
い
て
、
行
政
刷
新
会
議

の
中
で
議
論
し
、
改
革
を
進
め
て
い

く
。
そ
の
ほ
か
、
起
債
残
高
の
削
減
、

市
税
滞
納
に
対
し
て
の
徴
収
強
化
、

行
政
改
革
懇
話
会
、
行
政
刷
新
会
議

な
ど
の
答
申
と
と
も
に
、
産
業
振
興

会
議
の
答
申
な
ど
を
ま
と
め
た
、
市

総
合
計
画
修
正
版
と
し
て
の
取
り
ま

と
め
を
計
画
し
て
い
る
。

宇
陀
市
の
今
と
将
来
の
た
め
の
施

策
を
考
え
、
投
資
し
て
い
き
た
い
。

市
医
療
保
険
制
度
の
現
状
と
今

後
の
動
向
に
つ
い
て

市
医
療
保
険
に
か
か
る
収
納
率

に
つ
い
て
、
県
内
１２
市
の
中
で

も
上
位
を
占
め
て
い
る
が
、
過
年
度

か
ら
の
滞
納
額
も
数
億
円
と
多
額
に

な
っ
て
お
り
、
税
の
公
平
性
や
相
互

扶
助
の
観
点
か
ら
、
ま
た
、
皆
保
険

制
度
を
何
と
し
て
も
維
持
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
、

健
全
な
運
営
を
行
っ
て
い
く
た
め
に
、

税
や
保
険
料
な
ど
の
財
源
の
確
保
を

最
優
先
し
て
考
え
て
い
る
。

国
が
計
画
す
る
制
度
改
革
と
し
て
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
廃
止
や
、

国
保
・
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て
、

国
の
高
齢
者
医
療
改
革
会
議
に
て
、

市
町
村
の
国
保
の
運
営
の
あ
り
方
や

広
域
化
支
援
方
針
の
策
定
に
関
す
る

こ
と
な
ど
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
て
い
る
。
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朝
夕
は
ず
い
ぶ
ん
涼
し
く

な
り
ま
し
た
。
よ
う
や
く
し

の
ぎ
や
す
い
季
節
と
な
り
ま

し
た
が
、
い
か
が
お
過
ご
し

で
す
か
。

地
域
の
い
ろ
い
ろ
な
夏
祭

り
に
ご
招
待
い
た
だ
き
、
熱

心
な
地
域
の
取
り
組
み
に
改

め
て
地
域
の
伝
統
の
重
さ
を

実
感
し
た
気
が
し
ま
す
。

地
域
か
ら
行
政
に
、
道
路

な
ど
を
改
修
し
て
欲
し
い
と

い
う
要
望
や
ご
意
見
な
ど
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
す
べ

て
の
こ
と
を
一
度
に
解
決
す

る
こ
と
は
難
し
い
で
す
の
で
、

す
ぐ
に
満
足
し
て
い
た
だ
け

な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
解
決
に
向

け
て
し
ば
ら
く
お
時
間
を
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。市

の
健
全
な
運
営
に
向

け
て
、
財
政
の
こ
と
、
行

政
の
こ
と
も
再
度
勉
強
し

て
い
ま
す
。
基
本
的
な
財

源
は
、
や
は
り
不
足
し
が

ち
で
あ
り
、
改
革
が
必
要
で

す
。
市
民
の
方
々
に
ご
負
担

を
願
う
前
に
、
行
政
内
部
で

の
改
革
を
し
て
行
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

今
回
の
第
３
回
宇
陀
市
議

会
定
例
議
会
に
新
た
な
提
案

を
す
る
予
定
で
す
。

宇
陀
市
が
誕
生
し
て
５
年

目
で
す
。
合
併
の
協
議
事
項

の
中
に
、
地
域
自
治
区
の
存

続
か
廃
止
か
の
選
択
が
あ
り

ま
す
。
宇
陀
市
と
し
て
、
今

と
将
来
に
対
し
て
最
良

の
選
択
を
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
ご
意
見

は
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
私
は
、「
基
本
的

に
は
宇
陀
市
の
ま
ち
づ

く
り
、
む
ら
づ
く
り
を

ど
う
し
て
い
く
か
と
い

う
こ
と
で
あ
る
」
と
常
に
考

え
て
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
も
な
く
第
３
回
宇
陀
市

議
会
定
例
議
会
が
始
ま
り
ま

す
。
平
成
２１
年
度
の
決
算
、

地
域
自
治
区
の
存
続
か
廃
止

か
の
議
論
、
新
た
な
条
例
の

提
案
な
ど
多
く
の
意
見
を
要

す
る
議
会
提
出
案
件
が
あ
り

ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
の
多

く
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
宇
陀
市
の
将
来
の
た

め
に
応
え
て
い
か
な
け
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。

季
節
の
変
わ
り
目
で
す
の

で
、
お
体
に
は
十
分
注
意
し

て
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

№
４

まぁ～より祭で、中山議長とともにあいさつ
（8月1日開催　室生運動場）

7月4日、奈良市中央体育館で「第61回奈良県民体育大会・2010少林寺拳法奈良県大会」が開
催され、県下各支部から2,500人の拳士が集い、日頃の修練の成果を存分に発揮しました。
宇陀市からは、少林寺拳法大王クラブの拳士たちが、各部門で見事入賞されました。

少林寺拳法　大王クラブ　奈良県大会で最優秀賞受賞

【大会の結果】（敬称略）
○少年団体演武の部
最優秀賞（1位）大王クラブ
［新子昂、西岡龍之介、奥田悠斗、
脇本愛莉、奥田崇友、鉢窪凌久］

○市郡対抗一般段外の部 2位入賞
［岡島善人、井上真吾］

○少年黒帯の部 6位入賞
［宮奥晃希、松下竜也］

○少年茶帯Bの部 3位入賞
［中川周大、徳永郁弥］

○男子運用法の部 優秀賞
［浦田和弥、宮奥史晃］

少年団体演武の部

少年黒帯の部

市郡対抗一般段外の部

少年茶帯Bの部
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平
成
２２
年
８
月
２
日
に
市
役
所
で
、
中
山
議
長
、
山

本
副
議
長
の
ご
出
席
の
も
と
、
新
た
な
地
域
協
議
会
委

員
が
選
任
さ
れ
、
竹
内
市
長
か
ら
選
任
書
が
附
与
さ
れ

ま
し
た
（
任
期
は
、
平
成
２３
年
３
月
３１
日
ま
で
の
８
カ

月
間
で
す
）。
こ
れ
は
現
在
の
地
域
自
治
区
が
、
平
成

１８
年
１
月
１
日
の
合
併
時
に
、
設
置
期
限
を
平
成
２３
年

３
月
３１
日
ま
で
と
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
も
の

で
す
。

本
市
の
地
域
自
治
区
地
域
協
議
会
は
、
合
併
の
特
例

に
関
す
る
法
律
に
基
づ
い
た
も
の
で
、
合
併
後
５
年
間

の
期
限
を
定
め
地
域
自
治
区
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
地

域
住
民
の
意
見
を
行
政
に
反
映
さ
せ
、
住
民
自
治
を
強

化
し
、
住
民
相
互
の
連
携
を
強
化
す
る
た
め
の
も
の
で

す
。

Y
企
画
課
（
1
８２
‐
１
３
６
２
）

■
地
域
協
議
会
委
員

（
五
十
音
順
、
敬
称
略
／
新
任

、
再
任

）

【
平
成
２２
年
８
月
１
日
現
在
】

【
大
宇
陀
区
】

泉
岡
正
弘
（

元
大
宇
陀
区
連
合
自
治
会
長
）

井
藤
澄
子
（

阿
騎
野
新
鮮
野
菜
直
売
所
）

大
窪
恵
美
子
（

大
宇
陀
区
食
生
活
改
善
推
進
員
協
議

会
会
長
）

川
島
浩
子
（

元
大
宇
陀
区
民
生
児
童
委
員
会
長
）

笹
岡
照
代
（

市
体
育
指
導
委
員
）

佐
々
岡
吉
一
（

元
奈
良
県
職
員
）

嶋
田
行
雄
（

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
宇
陀
の
街
づ
く
り
研
究
会
代
表
）

松
久
保
康
吉
（

市
農
業
委
員
）

森
井
義
實
（

元
市
自
治
連
合
会
長
）

森
岡
博
志
（

企
業
代
表
取
締
役
）

森
本
光
俊
（

市
自
治
連
合
会
長
・
大
宇
陀
ま
ち
お
こ

し
の
会
会
長
）

岡
一
夫
（

元
大
宇
陀
町
長
）

芳
村
壽
郎
（

元
宇
陀
商
工
会
長
）

【
菟
田
野
区
】

片
石
内
藏
吉
（

菟
田
野
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
）

岸
岡
寛
式
（

元
菟
田
野
区
連
合
自
治
会
長
）

小
泉
眞
吾
（

元
菟
田
野
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

谷
岡
洋
子
（

元
市
職
員
）

谷
村
英
行
（

花
卉
・
植
木
・
切
り
花
研
究
会
長
）

辻
村
拓
夫
（

辻
村
病
院
長
）

出
口
康
夫
（

部
落
解
放
同
盟
岩

支
部
長
）

寺
澤
亮
一
（

岩

自
治
会
長
）

西
田
　
勇
（

元
菟
田
野
区
連
合
自
治
会
長
）

峯
山
久
惠
（

菟
田
野
女
性
の
会
会
長
）

【
榛
原
区
】

池
田
弘
文
（

元
市
榛
原
第
一
分
団
副
分
団
長
）

岡
野
仁
志
（
（
財
）オ
イ
ス
カ
奈
良
支
局
副
会
長
）

奥
田
信
雄
（

元
市
職
員
）

北
岡
順
子
（

元
榛
原
町
教
育
委
員
）

三
本
木
康
祐
（

市
森
林
組
合
代
表
理
事
組
合
長
）

田
窪
重
昭
（

市
体
育
協
会
理
事
長
）

田
中
章
生
（

元
市
議
会
議
員
）

田
中
久
雄
（

元
榛
原
町
収
入
役
）

西
村
道
代
（

市
民
生
児
童
委
員
連
合
会
長
）

稗
田
睦
子
（

「
榛
（
は
し
ば
み
）
の
会
」
代
表
）

廣
澤
孝
英
（

榛
原
観
光
協
会
副
理
事
長
）

松
塚
幾
善
（

宇
陀
商
工
会
会
長
）

村
井
利
一
（

市
榛
原
区
連
合
自
治
会
長
）

【
室
生
区
】

井
戸
上
敏
子
（

市
室
生
地
区
主
任
児
童
委
員
）

井
野
谷

子
（

市
市
民
憲
章
等
検
討
委
員
会
委
員
、

元
民
生
児
童
委
員
）

井
脇
敏
勝
（

元
室
生
区
自
治
連
合
会
長
）

奥
本

（

元
室
生
村
長
）

勝
村
耕
平
（

元
市
総
合
計
画
審
議
会
委
員
、
市
立
病

院
建
設
懇
話
会
委
員
）

辰
峯
正

（

元
室
生
村
公
平
委
員
会
委
員
、
元
砥
取

自
治
会
長
）

藤
田
和
弘
（

元
室
生
区
下
笠
間
自
治
会
長
）

枡
井
大
典
（

室
生
郵
便
局
長
）

南
田
昭
典
（

奈
良
県
監
査
委
員
、
元
合
併
協
議
会
市
　

特
別
職
報
酬
等
検
討
委
員
会
委
員
）

森
井
文
雄
（

元
室
生
村
議
会
議
長
）

山
口
健
二
（

元
室
生
区
自
治
連
合
会
副
会
長
）

山
口
新
治
（

元
室
生
区
多
田
自
治
会
長
）

○再 ○再 ○再 ○再 ○再 ○再 ○再 ○再 ○再 ○再 
○再 ○再 

○新 ○再 ○再 ○再 ○再 ○再 ○再 ○再 
○再 
○再 ○再 ○再 ○再 ○再 ○再 ○再 ○再 ○再 ○再 ○再 

○再 ○再 
○再 

○再 ○再 ○再 ○再 ○再 
○再 
○再 
○再 
○再 ○再 

○再 
○再 ○再 

○再 

○新 

新たな地域協議会委員が選任されました

【出場選手】（順不同・敬称略）
［3年］
中山真衣、大森優理、松本朋子

［2年］
佐々岡裕海、藤本奈津美、西岡真里華

【近畿中学校総合体育大会の結果】（敬称略）
○団体の部（女子） 準優勝
西岡真里華、中山真衣、大森優理、松本朋子、
佐々岡裕海、藤本奈津美
○個人の部（女子）5位 大森優理、松本朋子

大宇陀中（ソフトテニス部）全国大会出場
近畿中学校総合体育大会に、奈良県代表として大宇

陀中学校のソフトテニス部が出場され、優秀な成績を
おさめられました。
この結果、近畿ブロック代表として8月23日から開

催される「第41回全国中学校ソフトテニス大会」（岡
山県開催）に出場されます。
選手の皆さんは、全国大会出場を報告するため、8

月16日に竹内市長を表敬訪問し、選手を代表して、大
森優理さんから、大会出場に対する誓いの言葉が述べ
られました。



「差別をなくす強調月間」にあたり、7月1
日に、近鉄榛原駅、室生口大野駅、榛原区サン
クシティにおいて、市長、副市長、教育長、人
権擁護委員の皆さん、宇陀市人権啓発活動推進
本部員により早朝啓発を行い、また同強調月間
中の取組みとして、各地域で人権学習会、地区
別懇談会の開催や人権ポスター・標語の展示な
どを行いました。
7月15日には、市文化会館において、「差別

をなくす市民集会」を開催し、約300人の参加
者が集まりました。
同集会では、杉原唯さん（榛原中学校2年生）

が、わたしのメッセージ「私達がつくっている
障害」の発表を行い、点字ブロックの必要性と
現状の光景について訴えかけられました。
続いて、井岡康時さん（奈良県同和問題関係

史料センター所長）より「宇陀市の歴史と人権
について」身近な地域・場所の歴史からさまざ
まな人権問題についての講演をいただき、地域
の文化や伝統を協力しながら継承し、生活共同
体を形成していく大切さを語っていただきまし
た。
最後に、人権尊重と人権意識の高揚を目指す

街づくりを構築することを誓いあう集会決議が
満場の拍手で採択され集会を終了しました。
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「差別をなくす強調月間」

8月、実行委員会が中心となり各区で夏祭が開催
されました。
1日に室生運動場で「室生へ　まぁ～より祭」が、
4日に宇陀川湖畔で「宇陀市はいばら花火大会」が、
15日に大宇陀ふれあい交流ドーム周辺で「阿騎野
ふるさと夏まつり」が、16日には宇太水分神社境
内で「古市場納涼夏祭り」が盛大に行われました。
夏の夜空を彩どる花火大会や盆踊り、各模擬店

など多彩な催しに、夏のよい思いでとなったこと
でしょう。

夏まつりイベント盛大に開催！！

8月14日、やまびこホールおよび 周辺里山
で「花の里作り大作戦in向渕」を開催、県内か
ら32組110名の親子連れと地元からの参加者約
80名が大集合しました。
向渕の夏の交流イベントも今年で第3回目を

迎え、今回は、「花の里作り・第2の故郷作り」
を目指して、ボランティア団体の「向渕さとや
ま遊友クラブ」が中心となり里山整備した跡地
で水仙や彼岸花、カタクリの球根植栽に挑戦し
ました。
地域の人たちの指導のもと、小さな子どもた

ちも、スコップで穴を掘り球根を植えると「綺
麗な花が咲くように」と丁寧に土をかぶせてい
ました。植栽するときに使ったスコップは、間
伐した竹で作られたもので、環境教育の一環と
もなりました。

植栽が終わる
と、伐採された
竹や木を使って
工作体験をしま
した。その他、
カブトムシ探し、
洞穴探検、スイカ割りなどの多彩なイベントに、
大人も子どもも時間を忘れて楽しく過ごしまし
た。
また、この日ために丹誠込めて作られたスイ

カの振る舞いや新鮮野菜の販売もありました。
今回植えた彼岸花の球根は、早速この秋の彼

岸に咲き始めます。これを機に、向渕と都市と
の交流にも芽が出て、地域活性化の花が咲き第
2の故郷となることでしょう。

「花の里作り大作戦in向渕」

※夏まつりの様子は、9月1日から宇陀市自主放送
うだチャン11chで放送します。
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シリーズ 人権を暮らしのものさしに

30 高齢者と人権

人は誰でも高齢になってくると、一般的に素早い動作ができ
なくなったり、目や耳が不自由になったりすることがあります。
このような高齢者への理解が不十分なため、高齢者の方を邪

魔者扱いしたり、差別的な態度をとったりすることも少なくな
いようです。
自分が高齢になったとき、若い人から同じような態度をとら

れたらどうでしょうか。

私たちは「老い」は暗いものと思い込みがちですが、高齢者
には、様々な人生経験を積んできたことを生かして、仕事やボ
ランティア活動などで社会参加ができる環境を整えていけば、
高齢者は「生きがい」を見つけることができ、豊かな人生を送
ることができます。
高齢者の豊かな暮らしを実現するには社会環境の整備はもと

より、家族や地域社会の理解と協力が欠かせません。
高齢者が、必要な時には適切なケアを受けながら、社会の一

員としていろいろな場面に参加でき、自分の経験や知識を若い
世代と分かちあえる、そんな「すべての世代のための社会」を
築いていきましょう。

「おじいちゃん」 谷川 俊太郎

おじいちゃんはとてもゆっくり動く
箱を棚に置き終えたあとも
両手が箱の横に残っている
しばらくしてその手が降りてきて
体の脇にたれる
そのままじっと立っているおじいちゃんは
急に何かを叫び出しそうに見える
庭の樫の木が窓から
おじいちゃんをのぞき込んでいる
樫の木の言っていることが
おじいちゃんには聞こえているのに
聞こえないふりをしているみたい
昨日お風呂場でおじいちゃんを見た
ちぢこまったおちんちんがみえた
おじいちゃんおじいちゃん教えて
昔のことじゃなくて今の気持ち
今一番何がほしいの
今一番誰が好きなの

高齢であることや障がいのあることなどを理由に、差別や虐待、嫌がらせなどを受けたり見たり
して困っている場合は、一人で悩まずご相談ください。法務局の職員や人権擁護委員が相談に応じ
ます。相談は無料、相談の秘密は守られますので、安心してご相談ください。
開設時間 9月6日（月）～10日（金） 午前8時30分～午後7時

9月11日（土）・12日（日） 午前10時～午後5時
問い合わせ先 奈良地方法務局（10742‐23‐5457）

9月6日～12日は全国一斉「高齢者・障がい者の人権あんしん相談」強化週間
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　　9月の保健カレンダー 

対象区 種類 実施日 対象者 場所 受付時間 

榛　原 
室　生 

三種混合（DPT） 1日（水） 生後3カ月～90カ月未満の児 
榛原 
保健センター 午後1時～ 

1時50分 

BCG 8日（水） 生後3カ月～6カ月未満の児 
ポリオ 28日（火）・29日（水） 生後3カ月～90カ月未満の児 

大宇陀 
菟田野 三種混合（DPT） 22日（水） 生後3カ月～90カ月未満の児 

大宇陀 
保健センター 

■予防接種

◎シニア貯筋教室参加者募集【全区対象】
心身の老化が気になり

始めた方を対象に体を動
かし脳を活性化して、い
つまでも健康でいきいき
と暮らしていただくため
の教室を開催します。
日時 9月9日（木）・30日（木）、10月13日（水）、11
月17日（水）、12月1日（水）午後1時30分～3時
30分

場所 農林会館（榛原区下井足）
対象 60歳～70歳代の方（要介護認定者を除く）
講師 井上明美先生（健康運動指導士）

横井賀津志先生（作業療法士）
申し込み 9月7日（火）までに大宇陀保健センター
か室生福祉保健交流センターへ

■教室
◎いきいき運動教室生募集【全区対象】

運動したいけど自分にあった方
法がみつからない。そんなあなた
にぴったりの運動教室です！
プロのインストラクターからエ

アロビクスやウォーキングなどの
有酸素運動、基礎代謝をアップす

る筋力づくり、身体をしっかりケアするストレッチ
法などを学んでいただきます。
日時 9月8日（水）・22日（水）、10月13日（水）・27
日（水）、11月11日（木）・17日（水）、12月1日
（水）・15日（水）〈計8回〉 午前9時30分～12時
対象者 20歳～60歳の市民で、以前に保健センタ
ーでの運動教室を受講したことがない方

参加費 無料
場所 室生福祉保健交流センター
講師 井上明美先生
（日本エアロビクス協会認定インストラクター）

申し込み 9月6日（月）までに電話にて、大宇陀保健
センターか室生福祉保健交流センターへ

◎ぬく森サロン【室生区対象】
日時 9月13日（月）・17日（金）・24日（金）
午前11時～午後3時30分
場所 室生福祉保健交流センター
対象 介護保険の認定になっていない高齢者
内容 秋の遠足　遷都1300年体験～室生寺～
持ち物 運動ぐつ（歩きやすいもの）、杖（必要な方）
Y室生福祉保健交流センター

Y大宇陀保健センター（183‐2255／IP188‐9113）、室生福祉保健交流センター（192‐5220／
IP188‐9175）

対象区 健診名 実施日 対象者 場所 受付時間 
榛　原 
室　生 2歳児歯科健康診査 16日（木） 平成20年6月～8月生まれの児 

室生福祉保健
交流センター 

午後1時30分～ 
　2時30分 

大宇陀 
菟田野 

1歳6カ月児健康診査 17日（金） 平成20年12月～ 
平成21年3月生まれの児 大宇陀 

保健センター 
午後1時～ 
　1時50分 

2歳児歯科健康診査 30日（木） 平成20年5月～8月生まれの児 

■健康診査（こども）

食習慣の欧米化などライフスタイルの変化にと
もなって、大腸がんは増え続けています。基礎知
識や最新の治療方法、検診についての講演を開催
しますので、ぜひご参加ください。
日時 9月29日（水） 午後2時～3時30分
場所 農林会館（榛原区下井足）
講師 城井啓先生（宇陀市立病院　消化器科部長）
内容 大腸がんの予防と治療の現状
※講演会参加の申し込みは不要です。
Y大宇陀保健センターか室生福祉保健交流センタ
ー

大腸がん予防講演会
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◎子育て支援室開放（場所：菟田野子育て支援室）
開放日時 月・火・金曜日　午前9時～午後2時
9月11日（土）午前9時～11時30分
※9月11日は、園庭も開放します。
◎ぞうさん教室（場所：菟田野保健センター）
開催日時 9月16日（木） 午前10時～11時
内容 バルーンアート（バルーンおばさん）
申し込み 菟田野保育所まで電話にて受付

◎子育て支援室開放
（場所：大宇陀幼児園子育て支援室）

開放日時　9月2日（木）・8日（水）・16日（木）
午前9時30分～12時

◆大宇陀保育所子育て支援室
（183‐3511／IP188‐9118）

◆菟田野保育所子育て支援センター
（184‐3586／IP188‐9164）

◆榛原北保育園子育て支援センター
（182‐1143／IP188‐9255）

◎子育て支援室開放（場所：旧伊那佐幼稚園）
開放日時　9月6日（月）・21日（火）

午前9時30分～午後2時30分

◎さくらんぼひろば（場所：旧伊那佐幼稚園）
（※毎月募集します。）
対象 生後6カ月以上の未就園児とその保護者
開催日時　9月29日（水） 午前10時～11時30分
定員　先着20組程度
持ち物　水筒、替えおむつ、タオルなど
申し込み　9月22日（水）から榛原北保育園で電話
にて受付（月～金曜日の午前9時～午後4時）
内容 「身体を動かそう」

◎つどいのひろば（＊申し込み不要）
支援センターでの「ひろば」に参加できない方

や、近くにお子さんが少なく交流できにくい方の
ために出前保育をします。
開催日時　9月22日（水）午前10時～11時30分
場所 たかぎふるさと館（榛原区八滝）
内容 「絵本や紙芝居を見よう」

★園庭開放（雨天中止）
開放日時 毎月第1土曜日　午前9時～11時30分
場所 榛原北保育園

■思春期保健部会から
「自分も周りの人も大切にできる」ことを目

指し、思春期の健康づくりのための取り組みを
進めています。今回、未成年者の喫煙防止を啓
発するため、市内各中学校で標語を募集、764
作品の応募がありました。（入賞作品は下記紹介）
◎未成年者の喫煙防止標語の入賞作品

（順不同・敬称略）
○最優秀賞
「吸わないよ　大人になっても　絶対に」

杉平　唯（榛原中2年）
○優秀賞
「命より　大切ですか　そのタバコ」

北岡尚美（大宇陀中3年）
「喫煙は　必要ないよ　僕らには」

冨田　舞（菟田野中3年）
「かっこいい　そんな気持ちが　命取り」

猪原まりか（榛原中3年）
「吸う前に　未来の自分　考えよう」

森岡さつき（榛原中2年）
「考えて　未来の自分の　健康を」

北岡可奈（室生中3年）
Y健康増進課（182‐3692／IP188‐9087）

市民一人ひとりが積極的に健康づくりに取り
組み、それを支援する環境を整えていくために
「健康うだ21計画」を推進しています。

◎健康うだ21計画
■運動・メタボリック部会から
脳卒中・心筋梗塞の予防のため、「毎年健診

を受ける人を増やす」取り組みをしています。
健診を受け、自分自身の体の状態を知ること

は健康づくりの第一歩です。定期的に特定健康
診査を受けることから健康づくりを始めましょう。

【今年の特定健康診査はもうお済みですか？】
市では、国民健康保険加入者で40歳～74歳

の方を対象に特定健康診査を実施しています。
まだ申し込みをされていない方は、早めにご連
絡ください。
※各種がん検診等も併せて受診できます。希望
の方は申し込み時にお問い合わせください。
（各種がん検診は国民健康保険加入者以外の方も受診可能）

★特定健康診査★
内容 内科診察、尿検査、身体計測、血圧測定、
血液検査

対象者 国民健康保険加入の40歳～74歳の方
受診費用 1,000円
★75歳以上の方は、お達者健康診査が受診でき
ます。（後期高齢者医療保険証をお持ちの方）
受診費用 500円
申込先　健康増進課（182‐3692／IP188‐
9087）、大宇陀保健センター（1 83‐
2255／IP188‐9113）、室生福祉保健交流
センター（192‐5220／IP188‐9175）

◎参加対象は、市内在住の方となります。
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 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 第１・３・５ 
土曜日 

内科　１診 
　　　２診 
　　　３診 
　　　４診 

椎木（しいき） 
木村久 
城井 

松倉 
杉原 
森本 

椎木 
佐々木 
城井 
林 

林 
前川 
佐々木 
松倉 

交代制 
交代制 

外科 吉田 越智（おち） 吉田 中辻 八倉 交代制 
産婦人科 ー 南渕（なぶち） 南渕 － 南渕 ー 

整形外科１診 

　　　　２診 

　　　　３診 

水掫【予約】 

ニ階堂【予約】 

富和（とみわ） 

水掫（もんどり） 仲川  

門野【予約】  

富和【予約】 

門野（かどの） 仲川【予約】 

ニ階堂 

交代制 

耳鼻いんこう科 木村美  岡本英  金田  
眼科 夏目恵 岡本全 小林 
皮膚科  白井（しらい）     
神経内科 拾尾（じゅうお） 池田 拾尾 拾尾 拾尾 

泌尿器科 夏目修 夏目修 夏目修 夏目修【新患】 桑田  

小児科 矢田 赤澤 三浦 中川 矢田 交代制 

林 
杉原 
椎木 

  

 

 

循環器科 
消化器科 

診療科 曜日 

［ 

［ 

 

 

  

井本 

 

 

夏 目（ 第 3
のみ診察） 

◎初診受付及び予約外の診療受付は、午前8時00分から午前11時00分までとなっています。 

－ － ー 

ー ー ー ー 
拾尾 

夏目恵 夏目恵 夏目恵 

宇陀市立病院から （182‐0381） http://www.udacity-hp.jp

■9月の土曜日の開院日のご案内
4日、18日を平常診察（※皮膚科、耳鼻いん
こう科、産婦人科は休診）します。
なお、4日の泌尿器科は休診となります。

■人間ドックを受診しましょう
病気はある程度進行しないと自覚症状が現れ

ません。特にガンは自覚症状が現れてからでは
治療が困難となります。人間ドックでは詳しい
検査を多項目にわたり行うため生活習慣病を始
め多くの病気の早期発見に効果があります。
健康診断で異常のない方も

人間ドックで異常が見つかる
ことがあります。これまで受
けたことのない方もぜひ受診
してください。
【受診内容】問診、血圧測定、視力検査、聴力検
査、尿検査、便検査、血液検査、心電図、胸部
Ｘ線、胃透視、腹部超音波検査　他
【実施日】毎週月・火・金曜日
【費用】36,750円（消費税込み）※追加で婦人科
検診をご希望の場合3,250円の追加となります。

◎受診は完全予約制です。脳ドック、心臓ドッ
クも行っておりますので詳しくは医務課までお
問い合わせください。

◎新病院建設工事に伴い、駐車場の
変更、作業による騒音等、ご来院の
患者様には大変、ご不便、ご迷惑を
おかけしております。
ご来院の際は係員の指示に従って、
通行してください。
ご理解、ご協力をお願いいたします。

◎看護師（正職員・パート）
【募集人員】若干名
【申込方法】 履歴書、資格証明書
の写しを市立病院庶務課へ
（ 土 ・ 日 曜 日 、 祝 日 を 除 く
午前9時から午後5時まで）

Y市立病院庶務課（182‐0381）

■職員募集のお知らせ

■9月の糖尿病教室のご案内
糖尿病でお悩みの方、ご家族の方、どなたで

も無料で参加できます。
詳しくはお問い合わせください。
日時 9日・16日・30日　午後2時～3時
場所 東館2階232号室

■10月に医療講演会を開催します
病気の予防や治療、健康の保持についてわか

りやすく説明する講演会を開催します。今回は
整形外科分野に関する講演を予定しています。
【日時】10月18日（月）午後2時
【場所】市文化会館かぎろひホール
【講師】門野邦彦整形外科部長
◎申込は不要です。お気軽にご参加ください。



■宇陀市バウンドテニス市民大会
上手な人も初心者も楽しくするた

めに、チーム編成を抽選で行います。
上手な人も初心者も混成チームで行
います。
日時 9月19日（日） 午前9時～12
時　場所 総合体育館　持ち物　体
育館シューズと運動できる服装
Yバンビ宇陀　垣内方
（182‐4382）

■宇陀市民シニアゴルフ区対抗戦
開催日　10月22日（金） 場所 ム
ロウ36ゴルフクラブ　宝池コース
対象者 市内在住者で満年齢60歳
以上の方（女性は年齢制限なし）
申込方法 市教育委員会、各地域事
務所、33ゴルフセンターに設置さ
れている申込用紙に必要事項を記入
のうえ、9月30日（木）までに申し込
み
Y市ゴルフ協会（184‐3473／菟
田野地域事務所内　市体育協会）

■健康人麻呂ノルディックウォーキ
ングINアキノ 森脇健児さん参加
心の森総合福祉公園の完成を記念

して、多世代に参加していただける
健康イベントを開催します。
日時　10月3日（日）午前10時～午
後1時（受付：午前9時30分）集合
場所 大宇陀温泉あきののゆ（榛原
駅まで送迎の必要な方は、事前予約
が必要）対象 小学生以上　内容
ノルディックウォーキング（インス
トラクター同行） 定員　200名
コース あきののゆ（集合）→心の森
公園（スタート）→万葉公園（俳句を詠
む）→本郷ため池一周→椿寿荘ゴー
ル（昼食）→俳句コンテスト発表→解
散（あきののゆまで送迎あり） 参加
費 2,000円（入浴代、弁当、保険
代など）※ポールレンタルは別途
500円が必要。
Y大宇陀温泉あきののゆ（183‐
4126）、椿寿荘（183‐1303）

■二階堂養護学校の教育相談・体験
学習［要予約］
障がいのある幼児や児童生徒の保

護者に対して、就学や療育・教育に

ついての教育相談と体験学習を行
っています。
[教育相談]〈小学部〉実施日：毎
週火・木・金（午前10時～12時）／
月・金（午後1時30分～3時）〈中学
部〉実施日：毎週火・木・金（午前9
時40分～12時）〈高等部〉実施
日：毎週火・木・金（午前9時30分～
12時）[体験学習]〈小学部〉実施
日：9月29日（水）対象：来年度就
学幼児 〈中学部〉実施日：火・木・
金（個別に随時実施）
※教育相談を、他の曜日に希望の
方は、相談させていただきます。
Y県立二階堂養護学校
（10743‐64‐3081）

■明日香養護学校　体験学習
平成23年度入学（転入学）を希望

する障がいのある幼児・児童とそ
の保護者に対して、体験入学を行
います。
※本校では奈良県内全域を対象に、
訪問教育（障がいが重い、病気な
ど健康上の理由、あるいは家庭の
都合などで学校に通学することの
困難な児童の家庭に教員が訪問し
て行う教育）を行っています。
〈小学部〉日時　10月14日（木）午
前9時10分～午後1時（給食の試食
を行います） 場所　明日香養護学
校　対象　○肢体不自由を有する
幼児・児童と保護者及び関係者
○訪問教育の体験を希望される幼
児・児童と保護者及び関係者　申
込締切 10月1日（金）
Y県立明日香養護学校
（10744‐54‐3380）

■しらゆり保育園第6回運動会開催
豊かな子どもの育みの実現に向

けてチャレンジする子どもたちの
頑張りを見に来てください。卒園
児や入園予定のお子さんの競技に
もトライしてください。
開催日　9月25日（土） 午前9時30
分～午後2時　場所 総合体育館
Yしらゆり保育園（182‐6300）

■「大闘茶会」（利き茶お茶当てコ
ンクール）参加者募集
闘茶とは、お茶の産地や銘柄を

当てる遊びのことです。
日時 11月2日（火）Ａ：1部（午
前の部）午前9時～12時　Ｂ：2部
（午後の部）午後1時30分～4時30
分　場所 奈良ロイヤルホテル
定員 1・2部合わせて1,000名
（抽選） 参加資格 小学生以上
参加費 500円（当日） 申込方法
9月30日（木）までに、Eメールか往
復はがきに、代表者の住所、氏名、
年齢、電話番号、参加希望人数、
参加希望時間（Ａ・Ｂ）を明記し申し
込みください（抽選結果は、10月
15日までに返信） 申込先 〒
630‐8501 奈良県庁農業水産振
興課内　第64回全国お茶まつり奈
良大会事務局　Eメール：64cha
matsuri@office.pref.nara.lg.jp
Y第64回全国お茶まつり奈良大会
事務局（10742‐27‐7443）

■ハローワーク
しょうがいしゃ就職面接会

【北和会場】日時 11月10日（水）
午後1時～3時30分　場所 なら
100年会館
【中南和会場】日時 11月17日（水）
午後1時～3時30分　場所 奈良県
産業会館（旧奈良県広域地場産業
振興センター）
※参加希望の場合は、事前にハロ
ーワークへお問い合わせください。
Y桜井公共職業安定所　求人専門
相談部門（10744‐45‐0112）

■糖尿病シンポジウムin奈良／
なら糖尿病デー2010
日時　10月24日（日）午前11時
（開場）／午後1時（開演）～4時
40分　場所 県文化会館　国際ホ
ール　入場料 無料　テーマ
「糖尿病のうそ・ほんと」※糖尿病
チェックと相談（午前11時～12時）
を行います。（先着100名） 申込
方法 10月10日（日）〈必着〉まで
に、往復はがきに住所・氏名・性
別・年齢・電話番号（返信用はが
きに申込者のあて先を記入）を明
記し申し込みください。申込先
〒101‐8323東京都千代田区神田
小川町2‐10 （株）日本経済広
告社内「糖尿病シンポジウムin奈
良」宛
Y天理よろづ相談所病院世話部内
日本糖尿病協会奈良県支部事務局
（10743‐63‐5611）

みんなの掲示板コーナー
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◆◆ 相談コーナー ◆◆
■人権相談・行政相談
【予約不要・無料・秘密厳守】
〈日時・場所〉相談時間は午前9時～12時です。
◆9月1日（水）菟田野人権交流センター
◆9月8日（水）室生振興センター
◆9月15日（水）宇陀市役所

大宇陀人権交流センター
Y人権相談（人権推進課 1 82‐2147／
I P1 8 8‐ 9 0 7 7）、行政相談（総務課
182‐1302／IP188‐9068）

■消費者相談窓口【予約不要・無料・秘密厳守】
悪徳商法・多重債務などに関する無料相談窓

口を開設しています。お気軽にお越しください。
日時 9月6日・13日・27日（毎週月曜日　午
後1時～4時　※専門相談員の都合で中止とな
る場合があります。）

場所 宇陀市役所（213会議室）
Y商工観光課（182‐2457／IP188‐9081）

■税務相談センター開設【無料・要予約】
日時 9月15日（水）
午後１時～4時（１人約30分以内）
※受付は、午後3時30分までです。
場所 宇陀市役所（213会議室）
相談内容 所得税、法人税、資産税（譲渡、相
続、贈与）、消費税に関する相談（税理士に
よる口答での一般的な税務相談）

主催 近畿税理士会桜井支部
Y税務課（182‐1306／IP188‐9072）

■こころの悩みのご相談【要予約】
日時 9月14日（火） 午後2時～4時
場所 相談支援センター心境（榛原区笠間）
相談内容 ○最近、気持ちが沈んで困っている　
○家族が精神的な病気でないかと心配など
相談員 保健師、障害者福祉担当者
Y福祉課（182‐2236／IP188‐9080）、大
宇陀保健センター（183‐2255／IP188‐
9113）、室生福祉保健交流センター（192‐
5220／IP188‐9175）

■若者自立のための無料相談会【無料・要予約】
自分の道が見いだせない人や、仕事をしたい

が一歩踏み出せない若者を支援する、本人や保
護者、ご家族対象の相談会です。
日時 9月8日（水）午後2時～4時
（毎月第2水曜日　※専門相談員の都合で中
止となる場合があります。）

場所 宇陀市役所（213会議室）
Y若者サポートステーション神須学園
（192‐5570）

■住宅相談窓口【無料・要予約】
これから新築・リフォームなどをお考えの市

民からの疑問・質問に資格を持った「住まいづ
くりアドバイザー」が相談に応じます。
日時 9月9日（木）午後1時～4時
（１人45分程度）

場所 宇陀市役所（211会議室）
相談内容 ○耐震診断・耐震改修などの地震に
強い住まいづくり、リフォームについて　○
バリアフリー改修について　○知っておきた
い法律や制度、設備について
申し込み ご希望の方は、9月6日（月）までに営
繕課へ（※先着3名まで）

Y営繕課（182‐5642／IP188‐9096）

■中南和法律相談センターから【無料・要予約】
◎相談はまず電話（10742‐22‐2035）で予約！
受付 月～金曜日（午前9時30分～12時／午後1
時～4時）
相談予約 各相談日の1週間前より受付
日時 9月17日（金） 午後1時～4時（１人30分）
場所 宇陀市役所（211会議室）
Y奈良弁護士会・中南和法律相談センター
（10742‐22‐2035）

■心配ごと相談・弁護士による福祉専門相談・
精神科医による専門相談
広報うだ9月号折り込みの「うだし社協だよ

り」7頁に掲載しています。
Y宇陀市社会福祉協議会（184‐4116）

■「法の日週間」記念無料法律相談【電話予約】
日時／場所 10月4日（月） 午前9時～12時・
午後1時～4時／奈良弁護士会・経済会館
予約受付 9月21日（火）～10月1日（金）まで。
※相談時間は、１人30分間です。
Y奈良弁護士会（10742‐22‐2035）

■近畿弁護士会連合会法律相談【無料・要予約】
日時 10月6日（水） 午後1時～4時（1人30分）
場所 宇陀市役所（212会議室）
予約受付 宇陀市役所総務課で事前予約が必要
です。（先着順）
Y総務課（182‐1302／IP188‐9068）
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夏期短歌教室　作品発表　　　（文化協会　短歌部）

9月11日は「警察相談の日」です
悩むより　かけて安心『＃9110』

緊急を要しない相談が『110番』に
寄せられることがあります。
『110番』は、事件・事故などの緊急

通報に使用するものであり、不急の相談につい
ては『＃9110番』をご利用ください。

◎ナポくんからのお願い！！

Y宇陀警察署（182‐0110）

うだ防犯・交通安全
川柳コンテスト開催！！ アイデア川柳募ります！
公募期間 9月10日（金）まで
公募資格 宇陀市、曽爾村、御杖村、東吉野村
に居住・勤務先・通学先で関係のある方

テーマ 交通マナー、高齢者事故、飲酒運転、
シートベルト着用、振り込め詐欺、空き巣及
び痴漢の7テーマ

公募方法　住所・氏名・年齢、連絡先、応募川
柳を自由な様式で、郵便、FAX、インターネ
ットまたは持参により応募してください。

応募先 〒633‐0253 榛原区萩原1953‐1
宇陀警察署　交通課（582‐8144）
アドレス：udanomamori@kcn.jp

第2期石綿の健康リスク調査にご協力を

この調査は、石綿ばく露の状況の違い等による
石綿関連所見や石綿関連疾患の発生状況の比較等
を行い、今後の健康管理のあり方を検討するため
の知見を収集するものです。
次のとおり、調査にご協力いただける方を募集

します。
対象　一般環境を経由した石綿ばく露の可能性が
あり、次に該当する方。
①平成元年以前に県内居住歴のある方
②平成22～26年度まで継続して調査に協力で
きる方
③石綿健康管理手帳を取得していない方
調査内容　問診、胸部Ｘ線検査（毎年1回）、ＣＴ
検査（初年度と最終年度）
※2～4年目のＣＴ検査については、必要に応じ
て実施します。

検診料　無料　※予約制となっています。
申し込み・問い合わせ先　12月28日（火）までに、
桜井保健所（10744‐43‐3131）へ

募集コーナー
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第3回みんなでふれあう
宇陀の楽市in榛原＆住宅祭り

日時 9月5日（日） 午前9時30分～午後4時
場所 宇陀市役所　萩の原公園
問い合わせ 宇陀商工会（182‐2211）



日　時：10月31日（日） 観覧：午前9時～　　即売会：午後3時～
場　所：室生振興センター　「宇陀じまん市」会場内

○品評会出品物募集！
自慢の農林産物を出品してみませんか。出品物の規格については、下
記のとおりです。ふるってご出品してください。（多数の賞を用意して
います。）
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区 分  規 格  

穀 類  2合（0.36L） 

摘　　　　　要 
種　　類　　例 例　　　　外 

玄米･大豆･小豆等 
根 菜 類  5本 ごぼう･にんじん･ 小かぶ等 長大根･丸大根･大カブラ･ゆり根は3本 
い も 類  5個 さつまいも･じゃがいも･さといも等 ジネンジョ･長いも･こんにゃくいも等は3個 

葉 菜 類  3束 ほうれん草･小松菜･ねぎ等 
（1束200ｇ） 

白菜･きゃべつは3個 
水菜等は3株 

果 菜 類  5個 とまと、なす、きゅうり等 ナンキン等大きなものは3個 
ミニトマト等小さなものは10個 

果 実 類  5個 柿･みかん･いちじく等 栗･スダチ等小さなものは10個 
鶏 卵  5個 うずら卵は10個 
花 き 類  5本 ダリア･ゆり･菊等の切り花 鉢花は2鉢、花壇苗は5ポット 

き の こ 類  1袋 乾燥物　100ｇ程度の袋 
生物　300ｇ程度のパック 

原木1本･菌床1個 

苗 木 類  3本 植木苗、杉･桧苗等 杉･桧等2年生程度のもの、植木苗は2株 
そ の 他  適宜 珍品･希少品･ジャンボ等 
加 工 品  展示のみ、審査は行いません 

■出品規格表 

（注）出品物は返還しませんので、あらかじめご了承ください。 

とうもろこし3本 

第5回　宇陀市農林産物品評会＆即売会開催

※出品物は、氏名と品目名を添えて10月29日（金）午前9時までにお住まいの区の農家組合長、実行組
合長宅へお届けくださるか、同日の午前中に室生振興センターまで直接ご持参ください。
表彰 審査の結果、優秀な農林産物について、次のとおり表彰します。表彰式は、後日市役所で行い
ます。〈特賞 17点、優秀賞 若干、特別賞 若干〉
※出品物は即売会を催し、出品者の協力を得て、その収益は善意銀行へ寄付し、社会福祉に役立てます。
Y農林課（182‐3679／IP188‐9090）

【申込先】中央公民館（〒633‐2165 大宇陀区中庄202）
【休館日】木曜日・祝日
Y中央公民館
（183‐0551／IP188‐9180/583‐1027）

中央公民館市民教養講座

スターウォッチング★秋の星座観察
～金星と木星を見つけよう！～

秋の夜空に輝く星や惑星を見つけてみません
か？
スターウォッチングは、星空を眺めて宇宙に

思いをはせたり、数々の天体の姿を眺めたりと
楽しさは無限に広がります。
この時期の代表的な星座を学び、日没直後に

見られる金星や木星を天体望遠鏡で観察する予
定です。一緒にスターウォッチングを体感しま
しょう。
日時 9月22日（水）午後7時～8時30分
※金星は日没直後に見られるため、午後6時30分
頃から見ていただけます。

場所 中央公民館（大宇陀地域事務所前）
対象 市内在住の人（中学生以下は保護者同伴）
定員 30人（定員になり次第締切）
講座内容 スターウォッチング★秋の星座観察
※雨天の場合は「宇陀市と宇宙」の講演。
講師 京都大学理学部（宇宙物理学教室）
助教　冨田良雄先生

受講料 無料
申込方法 9月19日（日）までに、
住所・氏名・年齢・電話番号を
明記し、はがき・電話・ＦＡＸの
いずれかの方法で中央公民館へ

【昨年のようす】



◆◆ 募集コーナー◆◆
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子育て中のお母さんたちを応
援するサポートクラブの養成講
座です。
子育ての経験がある方や子育

てに関心がある方なら、どなた
でも受講できます。講座修了後
は、子育てサポートクラブに登
録することができます。
日時・場所・内容
①10月13日（水）・室生福祉保健交流センター
開講式・オリエンテーション「子どもを取り巻
く現状と子育てサポーターの必要性について」

②10月20日（水）・室生福祉保健交流センター
子どもの気持ちについて
③10月28日（木）・室生福祉保健交流センター
子どもの遊びについて
④11月10日（水）・大宇陀保健センター
子どもの病気と対応について
⑤11月17日（水）・宇陀広域消防組合中消防署
緊急時の対応について
⑥11月24日（水）・室生福祉保健交流センター
子どものおやつ（調理実習）
⑦12月1日（水）・室生福祉保健交流センター
閉講式・子育てサポーター運営会議
※時間は、午前10時～12時です。
対象 市内在住で20歳以上の方
定員 先着30名
申し込み 9月24日（金）までに福祉課へ
（少人数の場合、中止する場合があります）
※託児希望の方は、事前に申し込みください。
Y福祉課（182‐2236／IP188‐9080）

「子育てサポーター養成講座」受講者募集

国勢調査の実施にあたり、次のとおり臨時職員
を募集します。
勤務期間 9月27日（月）～11月19日（金）
勤務時間 午前8時30分～午後5時15分
（実働時間7時間45分）
勤務場所 宇陀市役所内
募集人数　2名
応募資格　63歳までの方で、ワード、エクセル
などのパソコン操作（初級程度）ができる方。
業務内容　郵送物や書類の分配・整理・パソコン
による集計業務・電話応対など
時給 780円
申し込み 9月1日（水）～13日（月）までに、履
歴書を添えて企画課へ（面接日時は、後日連絡
します。）

Y企画課（182‐1362／IP188‐9074）

国勢調査事務　臨時職員募集

自分で作る楽しさや家族や友達と一緒に、英会
話や陶芸・竹工芸を楽しく学んでみませんか。
◆英会話教室◆
日時 10月～翌年9月（月3回／水曜日）
［初級クラス］ 午後6～7時
［中級クラス］ 午後7時30分～8時30分
場所 榛原総合センター（2階研修室）
講師 リュ－アン・リン氏、アンドレア・クック
氏
募集人員 各クラス35名
受講料 月額2,100円（テキスト代は別途）

◆陶芸教室◆
日時 10月～翌年9月（月2回／第1・3土曜日）
午後2時～5時

場所 榛原総合センター（2階創作室）
講師 今泉のりこ氏（女流陶芸展連続受賞作家）
募集人員 10名（定員になり次第締切）
受講料 月額3，000円（粘土及び焼成代は別途）

◆竹工芸教室◆
日時 第1・3土曜日（午前9時30分～11時30分）
場所 榛原総合センター（2階創作室）
講師 上野孝志氏（日本工芸会正会員）
受講料 月額2，800円（工具及び材料代は別途）

申し込み 9月8日（水）～9月13日（月）〈午前9時～
午後5時〉までに榛原総合センター事務室へ
（電話申込は不可）

Y榛原総合センター（182‐3377）

英会話教室・陶芸教室・竹工芸教室受講生募集

作品展の出品作品をお待ちしています。
期間 12月4日（土）～12月9日（木）

〈6日（月）は休館〉
場所 県文化会館（奈良市）
対象　県内在住の障がい児・者
種目　絵画、写真、書道、工芸、手芸、コンピュ
ーター・タイプアート
出品点数 種目、個人・合同作品を問わず一人1点
申し込み　9月17日（金）までに出品申込書（福祉
課・各地域事務所にあります）を福祉課・各地
域事務所へ

Y福祉課（182‐2236／IP188‐9080）

県心身障害者作品展への出品作品募集
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水道メーターの取り替えを行います

計量法による検定有効期限を迎える水道メータ
ーの取り替えを行います。

屋外作業ですので、お留守でも実
施させていただくことがありますの
でご了承ください。取り替え終了時
には、文書で通知いたします。
なお、水道メーターボックスの周

囲に物を置かないようご協力をお願
いします。

【実施期間】9月15日（水）～9月30日（木）【予定】
【施工業者】宇陀市上下水道協同組合　
【費用】無料

榛 原 区  

室 生 区  大野、無山、上笠間、深野、下笠間 

小附、嬉河原、芝生、馬取柿、内原、
野依、平尾、五津 

9月の対象地域（各地域の一部） 

大宇陀区 

菟田野区 岩崎、別所 
下井足、篠楽、上井足、池上、栗谷、 
比布、天満台西3・4丁目、白樺台、 
桜が丘、高萩台、榛見が丘2丁目 

Y水道局総務課（182‐2185／ＩＰ188‐9067）

特定計量器の定期検査を行います

計量器は製造時の検査に合格した正確なものが
使用されていますが、どんなに優れた計量器でも
誤差が生じてきます。このため計量法では、商
店・スーパー・生産農家などで商品の売買等の取
引や計量の証明に使用される計量器の使用者に対
して2年に1回の検査を受けることが義務付けら
れています。
奈良県工業技術センターでは、次のとおり定期

検査を実施しますので、最寄りの場所で受検して
ください。

合格計量器には「合格シール」を貼付します。
不合格になった計量器は検定証印を抹消したう

え「不合格票」を添えて返還し、修理を受けて頂く
ことになります。また、定期検査を受けないで取
引に使用されますと処罰を受けることがあります。
◎1台につき、500円～2,000円の手数料が必要
です。※計量器の種類や能力により異なります。
【注意】家庭用のヘルスメーターやキッチンスケ
ールは受検の対象外です。

Y商工観光課（182‐2457／IP188‐9081）

9月9日 
（木） 9：30～15：00

運搬が困難なはかり
の所在場所 

9月10日 
（金） 9：30～15：00

運搬が困難なはかり
の所在場所 

月日 時　間 検 査 場 所 

13：30～14：30

宇陀市中央公民館 
（大宇陀区） 

奈良県農協宇陀経済センタ
ー   田口経済店舗（室生区）

宇陀市室生振興センター
（室生区） 

13：30～15：00 
 

菟田野農村改善センター 
「農林センター」（菟田野区）

宇陀市役所　 
ふるさとテラス 
（榛原区） 

9月13日
（月） 

9月14日
（火） 

9月15日
（水） 

10：00～12：00

10：00～12：00

10：00～12：00

13：00～15：00

宇陀市計量器定期検査日程表 

国土交通省では、都道府県、政令指定市及
び高速道路会社と連携して、9月～11月にか
けて、全国道路・街路交通情勢調査「道路交
通センサス」を実施します。
道路交通センサスは、いわば道路に関する

国勢調査として、昭和3年から概ね5年間隔で
実施している全国的な規模の調査であり、道
路の状況調査や自動車をお持ちの方を対象に
したアンケート調査により、自動車の利用状
況等を調査します。調査結果は、将来の道路
計画や都市計画等を策定するための貴重な資
料となります。
なお、アンケート調査は、全国の自動車を

お持ちの方の中から無作為に抽出された方の
ご家庭に、調査員が訪問して行いますので、
調査へのご協力をよろしくお願いします。
Y国土交通省近畿地方整備局　奈良国道事務
所　調査課（10742‐33‐1391）
ホームページ：
http://www.mlit.go.jp/road/h22census/

『道路交通センサスのお知らせ』
～快適な道路利用のための調査です～

◎農林水産省からのお知らせです
米トレーサビリティ法が施行されます。
10月1日から、米（米粉、米飯、もち・だんご、
米菓、酒類等も含む）の出荷・流通に関し、生産
者、米穀取扱業者、外食事業者等の皆さんは、取
引の記録を保存することが義務付けられます。
また、平成23年7月1日からは、事業者間、一

般消費者への産地情報伝達が義務付けられます。
（米飯類を提供する外食事業者等も含まれます。）
Y農林水産省　近畿農政局奈良農政事務所食糧部
計画課　（10742‐23‐2861・2862）
〒633‐8307 奈良市西紀寺町13
米トレーサビリティ法についての情報は、
http://www.maff.go.jp/j/soushoku/keikaku/k
ome_toresa/ をご覧ください。

台風シーズンを迎え、
あなたの備えは万全ですか？

家庭では、災害発生時にあわてず
行動できるように、集合場所や避難場所、非常
持ち出し品などを今一度話し合いましょう。



10月1日から㈱休暇村サービスに管理運営を委
託する美榛苑は、民営移行準備のため、9月24日
（金）から9月30日（木）まで臨時休館をさせて
いただきます。
ご利用の皆さまにはご迷惑をおかけしますが、

ご理解とご協力をよろしくお願いします。
◎ポイントカード・クーポン券有効期限
は9月23日（木）までとなっています。
平成22年4月30日までに美榛苑で発行したポ

イントカードについては、有効期限が切れていな
いものに限り、次のとおりポイントを精算させて
いただきます。なお、現在お持ちのクーポン券や
精算後に配布する割引券は、有効期限が9月23日
（木）までとなっていますので、お早めにご利用
ください。
①ポイント精算できる対象者 平成22年4月
30日までに配布した有効期限が切れていない
ポイントカードの所有者で、クーポン券に交換
しても、なおポイントが残る方
②ポイント精算期間 9月1日（水）～9月23日
（木）受付時間：午前9時から午後6時まで
③ポイント精算方法 1ポイント20円の割引券を
配布します。なお、割引券の有効期限は、9月
23日（木）までです。以後はご利用できません。

④ポイント精算場所 美榛苑本館棟フロント等
⑤その他
ア．精算の割引券は日帰り入浴・レストラン・売
店のみ利用できます。
※宿泊・宴会他ではご利用できません
イ．ポイントカード・クーポン券・精算の割引券
は、9月23日（木）が有効期限です。10月以
降はご利用できません。
ウ．ポイントカードの有効期限（1年間）の切れ
た方は、対象になりません。
エ．ポイントカードの発行は、8月末をもって終
了しています。

9月18日（土）から9
月23日（木）まで、皆さ
まの長年のご愛顧に感謝
し、お得なイベントなど
を企画しています。
詳しくは美榛苑までお

問い合わせください。
Y保養センター美榛苑（182‐1126、5611）

【お知らせコーナー】
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彼岸のお墓参りを予定している方はご利用ください。道路の渋滞などにより、多少の時
間のずれが生じる場合があります。お墓参りの時間は、45分用意しております。
Y環境対策課（182‐2202／ＩＰ188‐9078）



 

（財）宇陀市文化スポーツ振興団 大宇陀区拾生871（183‐0977）
9月の休館日 : 7･14･20･21･23･28日
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9月のかぎろひホール催し（8月2日現在） 
日 曜 催 し 物 案 内  主 催 者  時 間  対 象  

  

 

宇陀地区交通対策
協議会 
（財）奈良県交通安全 
  協会宇陀支部協会 
宇陀地区安全運転
管理者協会 
宇陀警察署 

宇 陀 地 区  
交 通 安 全  
フェスティバル
2 0 1 0

26 日 一 般
（無料） 午後2時～4時30分 

◆楽しむアート特別講座
教室名 アーティスト 開催日・時間 

のんき窯（陶芸教室） 阿賀谷 敏雄 
4日(午前10時～) 
  19日(午後1時～)

メルヘン工房　竹の世界 
（竹による造形） 峙　博恭 

5日、18日 
(午前9時30分～)

クラフト工房 
（ダンボールクラフト） 汾陽　次夫 

11日、25日  
(午後1時30分～） 

アトリエ楽我鬼 
（一閑張り） 宮戸　弘 11日、25日 （午前10時～） 
山 里 染 工 房  
（ カルカヤ染） 

室生染めグル
ープ 

4日、19日 
(午後1時30分～)

きりえ空間（切り絵教室） 江本　幸雄 11日、26日 (午後1時30分～)

夢楽々工房（古布を
使った手芸、ケナフ
で和紙作り） 

田中　夢見 
三毛　槙栄 

6日、20日 
(午後1時30分～)

受講料 

700円 

1,500円 

500円 

2,000円 

1,000円 

1,000円 
～ 

1,000円 

※要予約 

講　　座　　名 
書道教室 
ステンドグラス講座 
和文化きもの講座 
大正琴 

講　　師 
池田　幸子 
山本　美智子 
堀口　育子 
山本　篤子 

開催日 
21日 

1･15日 
リズムで楽しく3B体操 的場　保子 8･22日 
健康家庭料理教室 勘野　康子 14日 

13･27日 
4･18日 

マクロビオティック 
楽しくおいしく料理教室 長浜　安子 27日 

謡曲教室 峯林　清實 
初歩の茶道教室 大林　弘子 

3･17日 
6･13･27日 

◆山の芸術学校常設教室
毎月アーティストによる楽しい講座を開催しています。9月の講座は、次のとおりです。

※いずれの講座も、材料代などの参加費が必要です。
※講師の都合等により日時は変更される場合がありま
す。開催時間など、詳しくはお問い合わせください。

【お知らせコーナー】

室生区下田口1112（193－4400）
開館時間　午前9時～午後5時

9月の休館日　2・9・16・24・30日

★楽しむアート特別講座★
新規開設者募集中

詳しくはふるさと元気村まで
お問い合わせください。

★手づくり作品展
=作品を募集します=
趣味やアイディアを生かした

手づくりの作品展です。手芸・
小間もの・焼きもの・粘土細工
・自然を生かした
細工ものなど、ア
イディア作品を募
集します。
みなさまの出展を
お待ちいたします。
【作品搬入】～ 9月19日（日）
【展示期間】10月2日（土）～
10月31日（日）まで

※常設教室では、上記の企画日以外でもご予約
いただきましたら、開催できますので、お問
い合わせのうえお楽しみください。また講座
によっては、出張・出前講座も致しますので、
ご相談ください。

★ケナフ手すき和紙からしおりを作ってみよう★
押し花や切り絵を貼ったり、絵を描いたりして、オリジナルの

栞を作ってみませんか。
【日時】9月25日（土）午後1時30分～
【場所】文化会館創作室兼陶芸室
【定員】10名
【受講料】800円（材料費込み）
【講師】三毛槙栄氏（夢楽々工房）
【申込方法】9月18日（土）までに市文化会館備え付けの申込用紙
に必要事項を記入のうえ、申し込んでください。ただし、先着
順で定員になりしだい締め切らせていただきます。

★なつかしい時代展　開催中
思わず胸が熱くなるような

「なつかしい」生活用品・流行
品や愛用品などを展示していま
す。ご鑑賞お待ちしています。
【展示期間】～9月19日（日）



水 木 金 土 
    

9 10 11

  

8

歌・トーク：荒井敦子
ピアノ：大山理保 

 

 

民謡 
（勝山好弘） 

 

1615

 

17 18

歌・トーク：村尾 藍 
ピアノ：福家明世 

22 23 24

 ピアノ 
（大山理保） 

25

◎参加費200円（お茶・コーヒー付）が必要です。 

フォークソング 
（ケセラ） 

電子オルガン 
（西川由美子） 

歌・トーク：荒井敦子
ピアノ：大山理保 

ピアノ 
（大山理保） 

29

ピアノ 
（福家明世） 

2 3 4

30

 箏 
（グループ絃竹） 

電子オルガン 
（西川由美子） 

ピアノ：福家明世
ギター：福家 正 

  

ピアノ 
（福家明世） 

ピアノ 
（福家明世） 

ピアノ 
（大山理保） 

歌・トーク：村尾 藍 
ピアノ：大山理保 

1

電子オルガン 
（西川由美子） 

歌・トーク：村尾 藍 
ピアノ：大山理保 

★★音楽の森ふれあい館★★
住所：室生区上笠間444－1
開館時間：午前11時～午後4時
休館日：毎週日曜日・月曜日・火曜日
連絡先：1/50745－97－2215

■昼下がりのミニコンサート

Y音楽の森ふれあい館または企画課（182‐
1362／IP188‐9074／582‐3900）
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自然に囲まれたホールの中で奏でられる演奏
を、皆さんぜひお楽しみください。

午後2時～3時
右表参照

◎9月9日（木）、23日（木）は、むろうコーラスの練
習のため午後3時～4時です。
※都合により内容等が変更する場合があります。

内容

開催時間

【お知らせコーナー】

■中央図書館だより
【開館時間　午前9時30分～午後5時】

●おはなし会（約30分）
★すくすくひろば（0～3歳）

9月14日（火）、28日（火）
①午前10時～ ②午前10時45分～
③午前11時30分～（①②③とも同じ内容）

★ちゅーりっぷひろば（3歳～）
9月8日（水）、22日（水）午後2時45分～

★たんぽぽひろば（6歳～）
9月8日（水）、22日（水）午後3時30分～

★おはなしクラブ
9月11日（土）、25日（土）

○午前10時30分～（3～5歳）
○午前11時15分～（6～12歳）
★放課後子ども教室

9月1日（水）、15日（水） 午後4時～
●映画会（約27分）

9月18日（土）
★午前11時～「いやだいやだ」
●影絵「金のがちょう」ほか

9月4日（土）
○1回目　午前10時30分～11時10分
○2回目　午後1時30分～2時10分

Y中央図書館（182‐4749／IP188‐9110）
【9月の休館日：6･13･20･21･23･27日】

日時

上映日

日時

日時

日時

日時

日時

■大宇陀図書館だより
【開館時間　午前9時～12時、午後1時～5時】
●おはなし会（約60分）

9月18日（土）午前10時30分～
2階　和室

●映画会（約30分）
9月25日（土）午前10時30分～
「すてきな三にんぐみ」
1階　研修室

Y大宇陀図書館（183‐0977）
【9月の休館日:7･14･20･21･23･28日】

場所

内容

上映日

場所

日時

【一般書】■乙女の密告　（大宇陀図書館所蔵）
著　赤染　晶子
京都の大学で「アンネの日記」

を教材にドイツ語を学ぶ乙女たち。
日本式の努力と根性を愛するバッ
ハマン教授のもと、スピーチコン
テストに向け励んでいる。ところ
が教授と女学生の間に黒い噂が流
れ・・・。『新潮』掲載を書籍化。
芥川賞（第143回）

★ 話　題　の　新　刊　図　書 ★

【児童書】■ふねがきた！　（大宇陀図書館所蔵）
さく　笠野　裕一
港に大きな船がやってきた。

作業員やトラック、フォークリ
フトなどが待ち受ける中、たく
さんの人たちと車、さまざまな
貨物が降りてくる。港はたちま
ち大にぎわいになり・・・・。

◎宇陀市立図書館蔵書の検索などについて
インターネットを使って宇陀市立図書館にあ

る図書の検索や、新刊・新書のご案内、また貸
出し状況を確認することができます。
ぜひアクセスしてご活用ください。
http://www.city.uda.nara.jp/books.html
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【お知らせコーナー】

秋の澄んだ夜空に浮かぶ満月と、暗闇の中、
照らされ浮かび上がるモニュメントとが一体と
なった、不思議な空間を体感してください。
【開催日】9月18日(土)、19日(日) 雨天中止
【場所】室生山上公園芸術の森

（北入口～第2湖周辺）
【内容】燈火及びライトアップ
は、両日とも午後7時頃点火、
9時まで。
●18日
午後6時～「室生龍穴太鼓 龍神」和太鼓演奏
午後7時～ サルサバンド「ビッグマウンテン」
ミニライブ
●19日 午後2時～「荒井敦子さんとむろうコー
ラス＆室生どんぐり児童合唱団」のミニコン
サート
午後7時～「Ｏー2デュオ」ミニライブ
※ミニライブ等は無料です。
【観覧料】一般400円　高校生
200円　中学生以下は無料
※中学生以下の方は、保護者同伴
でのご来園をお願いします。

Y室生山上公園芸術の森（193‐4730／ＩＰ
188‐9199）または企画課（182‐1362／
ＩＰ188‐9074）

室生山上公園芸術の森　燈火会イベント

龍 王
りゅうおう

の 燈
ひ

ま つ り を 開 催 し ま す

「若々しく齢をとるために」をテーマに、美
しい姿勢の保ち方や脚のむくみの解消法、年と
ともに気になる“尿もれ”の予防法などについ
て講話と運動実習を行います。
楽しくアンチエイジングと健康づくりができ

ますので、お誘いあわせの上、多数ご参加くだ
さい。 ※動きやすい服装でお越しください。
【日時】10月22日(金) 午後1時30分～3時

（受付）午後1時～
【場所】大宇陀ふれあい交流ドーム
【講師】理学療法士　江藤 隆夫先生
【参加費】無料　　　　　【申し込み】不要
Y大宇陀地域事務所地域振興課（183‐2251／
ＩＰ188‐9114）または大宇陀保健センター
（183‐2255／ＩＰ188‐9113）

アンチエイジング（若返り）講習会
のご案内

【日時】9月17日(金)～19日(日)
午前10時～午後4時

【場所】榛原総合センター（榛原区萩原）
【内容】○竹工芸教室生徒および卒業生の竹工芸
作品約130点展示　○日本伝統工芸展入選作品
なども展示、創作実演も実施
★抽選で竹工芸作品進呈

【入場料】無料
Y【主催】財団法人宇陀市文化スポーツ振興団
榛原総合センター（182‐3377）

宇陀市竹工芸教室15周年記念作品展
を開催します

◎榛原体育センター改修工事のため
★休★館★い★た★し★ま★す★

休館期間　12月1日（水）～28日（火）
ご迷惑をおかけしますが、ご協力お願いいたします。

市地域環境保全推進員が決まりました

推進員（任期2年）には、廃棄物の不法投棄など
の未然防止を図るために、市と連携を取りながら
監視活動や地域の方々への啓発活動を行っていた
だきます。推進員の皆さんは次のとおりです。

（順不同・敬称略）
【大宇陀区】
西谷 重信、笹岡 浩二、窪田 邦彦、字廻 幸雄、
井関 勝実、植田 重信、藤本 泰次、南 寛

【菟田野区】
田中 昭司、田中 圭一、畑山 太良、嘉見 藤治、
谷岡 薫、中西 辰二

【榛原区】
新 禎夫、岡本 浩一、尾崎 廣明、西島 英雄、
村井 利一、高見 喬宏、吉岡 茂、櫻本 隆義、
久保田 常三郎、阪本 公

【室生区】
山口 健二、鍵谷 憲治、田中 善助、谷口 正英、
南 昌明、山根 三千雄

Y環境対策課（182‐2202／IP188‐9078）

子どもからお年寄りまで、安
らぐことのできる総合福祉公園
が完成しました。隣接には、ふ
れあい交流ドーム・あきのの
ゆ・大宇陀幼児園・大宇陀保健
センター・特別養護老人ホーム
などがあります。
園内にはエントランス広場、ふれあい交流広場、
憩いの広場、グラウンド・ゴルフ場、健康広場、
芝生広場、眺めの広場などの多目的広場や駐車広
場、また彩の丘には散策遊歩道があります。
詳しくは、広報うだ10月号に掲載します。
※グラウンド・ゴルフの予約は10月1日から開始
します。（団体予約のみ）
Y公園課（182‐3674／IP188‐9093）

心の森総合福祉公園（大宇陀区拾生）
が10月1日に開園します



【お知らせコーナー】
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窓 口 業 務 ご 案 内 

※住民基本台帳ネットワークシステム関 
連業務（住基カード・広域交付の住民票 
の発行）は行うことができません。 

　宇陀市役所では、毎月第2・4土曜日 
（午前8時30分～正午）、市民課で住民 
票、印鑑証明、戸籍謄抄本等の証明発行 
業務を行っています。（税関係を除く） 
9月は11日と25日です。 

の 
　宇陀市善意銀行に次の方から預託いた 
だきました。厚くお礼申し上げます。 

●青龍寺…………………… 50,000円 
●匿名………………………　  333円 
 

 
 

9月30日（木）です。 
税金は納期限内に納めましょう。 

国民健康保険税（第3期）の 
納期限は 

市 戦没者並びに消防殉職者追悼式
のご案内

市の戦没者並びに消防殉職者に対し哀悼の意を
表し、そのご冥福をお祈りするとともに、遺家族
の皆様のご労苦をねぎらうことを目的として挙行
します。
【日時】10月8日（金） 午後1時30分～
【場所】市総合体育館
【式次第】

○開式の辞
○国歌斉唱
○慰霊黙祷
○式辞
○追悼の辞
○献花
※献花は市より準備しています。
○閉式の辞

【対象者】戦没者並びに消防殉職者の遺家族
Y厚生保護課（182‐2221／IP188‐9079）

高齢者や障がい者、母子・寡婦家庭の方を対象に、関係者が一堂
に会し、誰もが健やかで安心して暮らせる豊かな「まちづくり」
を進めていくために開催します。

■演　芸（午後2時45分～）

Y福祉課（182‐2236／IP188‐9080）
◎参加のお申し込みは、各種団体を通じて、または直接、福祉課へご連絡ください。

「 2 0 1 0 宇 陀 川 下 水 道 ま つ り 」 ＆
「下水道展」を開催します
【日時】9月12日（日）午前10時～午後4時
【場所】宇陀川浄化センター（榛原区福地）
【内容】地震体験車（午前10時～正午）、ペット
ボトルロケット大会、金魚すくい、シャボン
玉遊び、下水道いろいろコンクール出展作品
展示、宇陀川浄化センター施設見学会等
◎下水道いろいろコンクール出展作品展示
（絵画・ポスター・書道・標語・作文など）は、
9月10日（金）～9月14日
（火）の間、開催しています。
◎宇陀川浄化センター施設
見学会は、9月10日（金）
～9月14日（火）の間、開
催しています。
Y下水道課（182‐5627／ＩＰ188‐9067）
または宇陀川浄化センター（182‐5725）

毎年9月10日は「下水道の日」です

■式　典（午後1時30分～）● 福祉功労者の表彰など
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債務整理　過払請求　自己破産　個人民事再生 
相続　贈与　遺言　裁判　会社登記　成年後見 

五味司法書士事務所 
  司法書士  五味 愛直 

　　　（簡裁代理認定No.115031） 

桜井市朝倉台西8丁目108‐71 

10744‐46‐3951
  http://www.eonet.ne.jp/̃momo0187

　お気軽に 
　  ご相談ください 
誠実な対応で 
　お役に立ちます 

【お知らせコーナー】

現在、「乳幼児医療費助成制度」にて、0歳から小学校就学前までの乳幼児に対し
て、通院・入院の医療費（保険診療分）から一部負担金を控除した額を助成してい
ますが、10月1日から開始される宇陀市独自の子育て支援対策の「子ども入院医療
費無料化」は、入院に限り、対象年齢を「0歳から小学校（又は特別支援学校小学部）
卒業までの子ども」に拡大して、医療費（保険診療分）から一部負担金を控除せず
に、全額助成を行います。ただし、病院の窓口で医療費が無料になる訳ではありま
せんので、ご注意ください。なお、母子医療費助成制度、心身障害者医療費助成制度
の上記対象年齢の方についても同様となります。
「子ども入院医療費無料化」の詳しい内容は次のとおりです。

【助成対象者】宇陀市に住所を有する0歳児から小学校（又は特別支援学校小学部）卒業までの児童
【対象医療費】平成22年10月1日以降の入院医療費（保険診療分）
※入院時の食事療養費や保険対象外の治療費などは、助成の対象になりません。

【申請・助成の方法】医療機関で、いったん、自己負担分をお支払いされた後、必要書類を持参の上、
市役所窓口にて申請を行ってください。受付開始は10月1日からとなります。なお、医療費が高額
になる場合は、事前に保険者に高額療養費の請求を行ってください。受付後、約3ヵ月後にご指定の
口座に助成金が振り込まれます。※乳幼児医療、母子医療、心身障害者医療を現在受給されている
方は、今までと同様の手続きとなります。

【必要書類】①医療機関の領収書 ②健康保険証 ③印かん ④預金通帳（助成金振込用） ⑤高額療養費
支給明細書（支払った医療費に対して、加入している健康保険から高額療養費が支給される場合）などの書類

【申請・問い合わせ】○保険年金課（182‐3672／IP188‐9086）○大宇陀地域事務所地域市民課
（183‐2251／IP188‐9195）○菟田野地域事務所地域市民課（184‐2521／IP188‐9188）
○室生地域事務所地域市民課（192‐2001／IP188‐9182）

国勢調査は、日本に住んでいるすべての人と世
帯を対象とした、5年に一度の国の最も重要な統
計調査です。
【調査対象】平成22年10月1日を基準に、国内に
住んでいるすべての人（外国人含む）が対象です。

【調査方法】9月下旬から調査員が各世帯を訪問し
調査票を配布しますので、10月1日現在の状況
を記入してください。
個人情報の保護意識の高まりに対応して、封

入提出方式が全面導入され、調査票の提出は、
世帯がいずれかの方法を選択できます。
○封筒に入れ、封をした上で調査員に提出
○郵送による提出

【調査結果の利用】高齢者の介護・医療、雇用対
策、児童福祉、地域の活性化など私たちの暮ら
しのさまざまな分野で役立てられる基礎資料に
なります。

【個人情報保護と調査票の管理】調査員をはじめ
国勢調査に従事する者には、守秘義務が課せら
れているため、調査票の記入内容は厳重に守ら
れます。記入いただいた内容は、統計の作成に
関する目的以外に使用することはありません。

【報告義務】国勢調査は、統計法によって、調査
票に記入して提出することの報告義務が定めら
れています。
★ ★ ★ ご 注 意 く だ さ い ★ ★ ★

国勢調査をよそおった「かたり
調査」にご注意ください。不審な
訪問者や、電話・電子メールなど
には即答せず、相手の名前や電話
番号などを確認し、企画課までご
連絡ください。みなさまのご理解
をお願いいたします。
Y企画課（182‐1362／ＩＰ188‐9074）

ファミリーでもカップルでも一緒に楽しめる温泉 
プールです！温泉水を利用したプールですので 
温泉の効能をゆっくりお楽しみください。 

バーデゾーン（温水プール） 

9月も好評営業中です！ 



平成22年9月末 

安心の純国産畳表 

厚生労働大臣認定一 級 技 能 士  

吉岡豊司・吉岡逸人 

宇陀市大宇陀区上茶２０９２番地 
（宇陀市松山重伝建地区） 

電話　０７４５‐８３‐１７６３ 
日曜・祝日も営業致しております 

各宗　石碑　灯籠　あらゆる石材加工販売 

森　井　石　材　工　業 
0６３２‐０２０４　　室生区小原９１の１ 

　　　　電話　０７４３‐８２‐１６３３　 本社工場 

　ＦＡＸ　０７４３‐８２‐１６０２　 
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1　日　～　30　日 

宇陀市ホットニュース 
お知らせ（静止画） 
お天気カメラ 
まちの話題　A

 宇陀市ホットニュース 
お知らせ（静止画） 

 
お天気カメラ 
宇陀市ホットニュース 
お知らせ（静止画） 
まちの話題　B 
サイエンスチャンネルB
はつらつ筋力アップ体操 
お知らせ（静止画） 
 
サイエンスチャンネルA
お知らせ（静止画） 

 
 
宇陀市ホットニュース 
お知らせ（静止画） 
サイエンスチャンネルB 
お知らせ（静止画） 

 

宇陀市ホットニュース 
お知らせ（静止画） 
まちの話題　A 
まちの話題　B

 

 

サイエンスチャンネルA 
お知らせ（静止画） 

11CH
アナログ 

お手軽ストレッチ体操 
お知らせ（静止画） 

いきいきエアロビクス 
お知らせ（静止画） 

お天気カメラ 
お知らせ（静止画） 

 
Y秘書広報情報課（182‐3912／IP188‐9083）
自主放送スタジオ（182‐2497）

毎月1日と16日に内容が更新されます

（9月番組表） 1日～15日  1 6日～30日  

ホットニュース 

●第1回宇陀市タウンミ 
　ーティング2010 
●わくわく科学教室 
●チャレンジ43

●アウトドアクッキング教室 
●全国大会出場報告会 大宇陀中ソフトテニス 
●奈良県自主防犯・防災 
　に関する講演会 

まちの話題 
A：室生へまぁ～より祭 他 
B：宇陀市はいばら花火
　大会 他 

サイエンス 

A：ザ・メイキング 
　薬（錠剤・カプセル・アンプル） 
  ：メンデレ－エフの奇妙な棚 
　ギリシアの火 ～硫黄～ 
B：偉人たちの夢 
　 リービッヒ 

A：阿騎野ふるさと夏ま
　つり 他 
B：古市場納涼夏祭り 他 

 

A：ザ・メイキング 
　マーガリン 
  ：メンデレ－エフの奇妙な棚 
　優れし新参者 ～チタン～ 
B：偉人たちの夢 
　　クスト－ 

【お知らせコーナー】

◎問い合わせ電話番号について
市内には、市外局番が0743の地域と0745の地域が

あります。
※市外局番0743の地域の方は、市外局番が表記されて
いない場合は、市外局番0745をつける必要があります。

※番組表はすべて開始時間です。放送内容によっては、終了時間が早
くなる場合がありますが、次の番組開始までお知らせ（静止画）が放
送されます。また、番組内容及び放送時間は予告なく変更される場合
があります。ご了承ください。

9月は議会の定例会初日と一般質問の模様を生中継で放送します。議
会が行われる日は、予定の番組を中止して議会中継を放送しますので、
ご了承ください。
放送日については、宇陀市ホームペ

ージにて議会日程をご確認いただく
か、自主放送のお知らせ（静止画）で
もご案内いたします。
◎詳細は議会事務局（182‐5771/IP188‐9082）へお問い合わせ
ください。

こまどりケーブルに関するお問い合わせは
70120‐667‐740 までご連絡ください
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 課　名 IP電話 ダイヤルイン  課　名 IP電話 ダイヤルイン 施　設　名 IP電話 ダイヤルイン 

議会事務局 88-9082 82-5771
88-9067 
88-9104

秘書広報情報課 88-9083 82-3912
企画課 88-9074 82-1362
人事課 88-9069 82-1303
総務課 88-9068 82-1302
危機管理課 88-9070 82-1304
管財課 88-9084 82-3632
財政課 88-9071 82-1305
徴収対策課 88-9085 82-3643
税務課 88-9072 82-1306
人権推進課 88-9077 82-2147
市民課 88-9076 82-2143
保険年金課  82-367288-9086
環境対策課 88-9078 82-2202
健康増進課 88-9087 82-3692

長寿介護課 88-9088 82-3675
農林課（農業委員会） 88-9090 82-3679
商工観光課 88-9081 82-2457
地籍調査課 88-9091 82-5608
都市計画課 88-9092 82-5624
公園課 88-9093 82-3674
建設課 88-9095 82-5638
営繕課 88-9096 82-5642
監理課 88-9097 82-5658
出納室 88-9098 82-5673
榛原地域事務所 88-9099 82-1301

大宇陀地域振興課 

下水道課【水道局内】 

88-9114
大宇陀地域市民課 88-9195
菟田野地域振興課 88-9187
菟田野地域市民課 88-9188
室生地域振興課 88-9181
室生地域市民課 88-9182

市中央公民館 88-9180 84-0551

82-5627

大宇陀分館 88-9180 84-0551
菟田野分館 88-9190 84-3521
榛原分館 88-9107 82-0374

水道局 

【市役所】 【公共施設】 

【地域事務所】 

【公民館】 

教育総務課 88-9191 84-3471
学校教育課 88-9192 84-3472
生涯学習課 88-9193 84-3473
文化財保存課 88-9108 87-2274

【教育委員会】 

大宇陀地域 
事務所 

菟田野地域 
事務所 

室生地域 
事務所 

83-2251

84-2521

92-2001

82-2185
夜間緊急時は 
こちらを利用 

 

 
厚生保護課 88-9079 82-2221 室生分館 92-2496 92-2496 

 

福祉課 88-9080 82-2236 

■広報うだ設置場所 
◎道の駅宇陀路大宇陀 
◎市文化会館 
　（火曜日、祝日） 
◎菟田野人権交流センター 
　（日曜日、祝日） 
◎菟田野分館（月曜日、祝日） 

◎大和富士ホール（月曜日） 
◎市立中央図書館（月曜日・祝日） 
◎伊那佐文化センター（月曜日） 
◎農林会館 
　（水曜日、第２・４火曜日、祝日） 
◎たかぎふるさと館　 
   （月曜日、第１・３火曜日、祝日） 

 
◎自主放送スタジオ（土・日曜日、祝日) 
◎室生福祉保健交流センター 
　（土・日曜日、祝日） 
◎市役所［１階ふるさとテラス］ 
◎各地域事務所 
　市役所・地域事務所は土・日曜日、祝日でも可。   
　　　　　　※（　）内は休館日です。 

 

■公共施設IP電話番号・ダイヤルイン番号 
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